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平成２７年度各種会計補正予算
新しい文化の発信拠点へ
　　（工事請負契約の締結）
平成２６年度政務活動費収支報告
５人の議員が熱弁（一般質問）
町民の声
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町民の安全を守ります（松島町交通安全指導員の皆さん）



後
藤
良
郎
議
員

　塩
釜
斎
場

移
転
に
向
け
選
定
さ
れ
た
候

補
地
へ
の
基
本
設
計
及
び
環

境
調
査
等
に
係
る
負
担
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
２
市

３
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
金

額
は
。

総
務
課
長

　松
島
町
１
０
３

２
万
円
、
塩
竈
市
１
８
３
６

万
円
、
多
賀
城
市
１
９
６
２

万
円
、
七
ヶ
浜
町
１
１
１
９

万
円
、
利
府
町
１
４
５
１
万

円
の
総
額
７
４
０
０
万
円
で

あ
る
。

今
野
章
議
員

　塩
釜
斎
場
建

設
問
題
に
関
し
て
、
最
近
の

情
報
と
し
て
赤
沼
地
区
、
浜

田
地
区
、
須
賀
地
区
住
民
代

表
の
方
々
と
組
合
管
理
者

等
々
の
会
議
が
実
施
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
会
議
経
過
、

会
議
の
模
様
は
。

総
務
課
長

　５
月
30
日
代
表

者
会
議
が
あ
り
、
松
島
町
は

副
町
長
と
総
務
課
長
が
出

席
。
ま
た
、
３
地
区
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
４
名
ほ
ど
の
代
表

が
集
ま
っ
た
。
地
区
代
表
の

座
長
・
副
座
長
の
選
出
と
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
会
議
開

催
の
頻
度
、
進
捗
状
況
の
把

握
、
情
報
交
換
と
し
て
管
理

者
、
副
管
理
者
も
参
加
す
る

等
が
話
し
合
わ
れ
た
。

今
野
章
議
員

　マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
に
関
し
て
、
我
々
国

民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

極
め
て
少
な
く
、
個
人
情
報

流
出
等
の
危
険
性
が
高
く
な

る
の
で
は
と
思
う
が
、
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　最
近
も
年
金
情
報
が

漏
れ
た
自
治
体
が
あ
り
認
識

レ
ベ
ル
も
足
り
な
い
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
松
島
町
だ

け
が
や
ら
な
い
と
い
う
わ
け

に
も
い
か
な
い
の
で
、
シ
ス

テ
ム
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

赤
間
幸
夫
議
員

　都
市
景
観

大
賞
記
念
碑
の
イ
メ
ー
ジ
と

設
置
場
所
は
。

企
画
調
整
課
長

　サ
イ
ズ
的

に
30
セ
ン
チ
四
方
で
高
さ
が

１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
標
柱
を

景
観
重
点
地
区
に
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
観
光
客
が
よ

く
見
て
い
た
だ
け
る
場
所
で

あ
り
、
通
行
に
支
障
の
な
い

場
所
を
選
び
た
い
。

赤
間
幸
夫
議
員

　高
城
避
難

所
へ
の
備
品
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

危
機
管
理
監
　２
階
の
多
目

的
ホ
ー
ル
に
は
、
可
動
式
調

理
台
５
台
、
テ
ー
ブ
ル
、
事

務
用
机
、
書
棚
、
テ
レ
ビ
等

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
、

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
テ
レ

ビ
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
で

あ
り
、
他
の
避
難
施
設
等
々

と
同
様
の
備
品
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　臨
時
福
祉

給
付
金
は
、
国
・
県
の
支
出

金
で
２
４
０
０
万
円
で
あ

り
、
そ
の
事
業
費
内
容
は
。

町
民
福
祉
課
長

　臨
時
職
員

を
２
名
配
置
し
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
対
象
児
童
１
人

に
つ
き
６
千
円
を
支
給
す

る
。
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯

は
対
象
外
で
あ
り
、
３
２
０

０
人
が
対
象
予
定
者
で
あ

る
。

色
川
晴
夫
議
員

　農
業
振
興

費
と
し
て
「
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
事
業
補
助
金
」
の

兼
ね
合
い
で
、
こ
れ
ま
で
町

長
は
農
業
振
興
、
観
光
振

興
、
６
次
産
業
化
に
も
一
生

懸
命
努
め
ま
す
と
答
弁
し
て

き
た
が
、
今
回
の
補
助
金
は

全
部
国
で
あ
る
が
、
松
島
町

か
ら
は
何
も
出
さ
な
い
。
町

の
意
気
込
み
と
し
て
、
独
自

的
な
施
策
を
加
味
し
た
支
援

政
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

副
町
長

　あ
く
ま
で
国
の
施

策
の
中
で
や
ら
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
町
は
補
助
制
度
を
活

用
し
た
有
意
義
な
有
利
な
財

源
を
使
い
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　小
学
校
と

幼
稚
園
の
遊
具
設
置
後
の
点

検
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　設
置
場
所
や
遊

具
の
構
造
等
か
ら
過
去
の
事

故
事
例
等
を
参
考
に
点
検
と

補
修
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

溶
接
し
て
い
る
遊
具
等
へ
は

十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　３
月
定
例
会
で
予
算
を
減

額
し
た
「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
の
県
内
示
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
補
正

及
び
４
月
の
人
事
異
動
、
市

町
村
共
済
組
合
負
担
金
の
負

担
率
の
改
正
等
に
伴
う
人
件

費
等
に
つ
い
て
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

主
な
事
業
は
、
次
の
通
り
。

●
都
市
景
観
大
賞
記
念
碑
設

置
工
事
（
平
成
27
年
度
都
市

景
観
大
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

に
よ
り
、
対
象
地
区
へ
記
念

碑
を
設
置
す
る
経
費
）

１
４
０
万
円

●
社
会
保
障
・
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
費
）

４
２
６
万
円

●
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

（
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
所
得
が
低
い
方
々
に

対
し
給
付
金
を
給
付
す
る
た

め
の
経
費
）

２
４
４
３
万
円

　
●
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金

事
業
（
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
例

的
な
給
付
処
置
と
し
て
給
付

す
る
た
め
の
経
費
）

５
５
５
万
円

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
生
産
か
ら
流
通
ま
で

の
総
合
的
な
強
い
農
業
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
農
産

物
の
高
品
質
・
高
付
加
価
値

化
、
低
コ
ス
ト
化
及
び
食
品

流
通
の
効
率
・
合
理
化
等
を

支
援
す
る
補
助
金
）

３
億
８
７
７
８
万
円

●
小
学
校
遊
具
設
置
事
業

（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
財
源

に
小
学
校
の
遊
具
設
置
を
行

う
）

８
８
０
万
円

●
幼
稚
園
遊
具
設
置
事
業

（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
財
源

に
幼
稚
園
の
遊
具
設
置
を
行

う
）

２
２
０
万
円

補
正
予
算

補
正
予
算
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授与された表彰状

　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
内
容
は
、
陳
情
１
件
、
報
告
５
件
、
専
決
処
分
の
承
認
４
件
、

議
案
14
件
（
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
各
種
会
計
補
正
予
算
４

件
、
議
員
提
案
２
件
、
そ
の
他
１
件
）
、
諮
問
３
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、

議
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
９
件
の
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

病気療養のため入院していた町長。
『後顧の憂いなく町政に励み、震災復興と新しい町づくりにまい進したい』

町長2ヶ月ぶりに復帰町長2ヶ月ぶりに復帰
平成
27年度

各
種
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
総
額
１
３
７
億
７
６
０
０
万
円
に

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
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マ
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制
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城
避
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の

　
　
　
　備
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時
福
祉
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金
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内
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は
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ら
の
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援
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策
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学
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点
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源
を
使
い
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　小
学
校
と

幼
稚
園
の
遊
具
設
置
後
の
点

検
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　設
置
場
所
や
遊

具
の
構
造
等
か
ら
過
去
の
事

故
事
例
等
を
参
考
に
点
検
と

補
修
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

溶
接
し
て
い
る
遊
具
等
へ
は

十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　３
月
定
例
会
で
予
算
を
減

額
し
た
「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
の
県
内
示
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
補
正

及
び
４
月
の
人
事
異
動
、
市

町
村
共
済
組
合
負
担
金
の
負

担
率
の
改
正
等
に
伴
う
人
件

費
等
に
つ
い
て
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

主
な
事
業
は
、
次
の
通
り
。

●
都
市
景
観
大
賞
記
念
碑
設

置
工
事
（
平
成
27
年
度
都
市

景
観
大
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

に
よ
り
、
対
象
地
区
へ
記
念

碑
を
設
置
す
る
経
費
）

１
４
０
万
円

●
社
会
保
障
・
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
費
）

４
２
６
万
円

●
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

（
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
所
得
が
低
い
方
々
に

対
し
給
付
金
を
給
付
す
る
た

め
の
経
費
）

２
４
４
３
万
円

　
●
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金

事
業
（
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
例

的
な
給
付
処
置
と
し
て
給
付

す
る
た
め
の
経
費
）

５
５
５
万
円

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
生
産
か
ら
流
通
ま
で

の
総
合
的
な
強
い
農
業
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
農
産

物
の
高
品
質
・
高
付
加
価
値

化
、
低
コ
ス
ト
化
及
び
食
品

流
通
の
効
率
・
合
理
化
等
を

支
援
す
る
補
助
金
）

３
億
８
７
７
８
万
円

●
小
学
校
遊
具
設
置
事
業

（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
財
源

に
小
学
校
の
遊
具
設
置
を
行

う
）

８
８
０
万
円

●
幼
稚
園
遊
具
設
置
事
業

（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
を
財
源

に
幼
稚
園
の
遊
具
設
置
を
行

う
）

２
２
０
万
円

補
正
予
算

補
正
予
算
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授与された表彰状

　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
内
容
は
、
陳
情
１
件
、
報
告
５
件
、
専
決
処
分
の
承
認
４
件
、

議
案
14
件
（
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
各
種
会
計
補
正
予
算
４

件
、
議
員
提
案
２
件
、
そ
の
他
１
件
）
、
諮
問
３
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、

議
案
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
９
件
の
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

病気療養のため入院していた町長。
『後顧の憂いなく町政に励み、震災復興と新しい町づくりにまい進したい』

町長2ヶ月ぶりに復帰町長2ヶ月ぶりに復帰
平成
27年度

各
種
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
総
額
１
３
７
億
７
６
０
０
万
円
に

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

質
疑
質
疑
質
疑

塩
釜
斎
場
建
設
に

　
　
　
　向
け
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　に
よ
る
危
険
性
は

都
市
景
観
大
賞

　
　
　記
念
碑
は

高
城
避
難
所
の

　
　
　
　備
品
は

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　の
内
容
は

町
か
ら
の

　
　支
援
政
策
は

小
学
校
・
幼
稚
園

　遊
具
の
点
検
は



 

主
な
内
容

　暴
力
団
の
利
益
と
な
る
使

用
等
を
制
限
す
る
公
共
施
設

に
、
松
島
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
支
援
施
設
、
松
島
町
児
童

館
及
び
松
島
町
避
難
施
設
を

追
加
す
る
も
の
。

色
川
晴
夫
議
員

　暴
力
団
が

公
共
施
設
の
使
用
禁
止
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
に
ど
の

よ
う
な
通
知
、
文
章
を
出
し

て
い
る
の
か
。

副
町
長

　募
集
要
項
の
条
件

で
は
な
く
、
町
の
条
例
で
暴

力
団
排
除
を
う
た
っ
て
い

る
。
使
用
者
に
疑
問
が
あ
れ

ば
、
警
察
に
照
会
を
か
け
る

形
に
な
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　町
民
税
・
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
更

新
期
限
を
「
納
期
限
前
７

日
」
ま
で
を
「
納
期
限
」
ま

で
に
改
正
し
、
更
新
期
限
を

延
長
す
る
も
の
。
ま
た
、
た

ば
こ
税
を
旧
３
級
品
に
か
か

る
特
別
税
率
を
段
階
的
に
廃

止
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日
ま

で
に
、
４
段
階
で
税
率
を
引

き
上
げ
る
も
の
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　減
免
申
請
期
限
を
現
行
の

「
納
期
限
前
７
日
」
ま
で
を

「
納
期
限
」
ま
で
に
改
正
す

る
。ま
た
、「
配
当
所
得
」
を

「
利
子
所
得
、配
当
所
得
及
び

雑
所
得
」の
改
正
に
つ
い
て
、

施
行
期
日
を
「
平
成
29
年
１

月
１
日
施
行
」か
ら｢

平
成
28

年
１
月
１
日
施
行
」
に
改
正

す
る
も
の
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　高
城
避
難
所
の
建
設
に
伴

い
、
本
条
例
に
当
該
施
設
を

加
え
る
も
の
。

今
野
章
議
員

　補
正
予
算
で

管
理
人
賃
金
２
２
７
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
。
避
難
所
の

管
理
方
法
は
ど
う
な
る
の

か
。

副
町
長

　去
年
か
ら
J
A
と

協
議
し
て
い
る
が
、
J
A
側

は
オ
ー
プ
ン
後
の
状
況
で
判

断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
町
直
営
と
し
、
職
員

は
臨
時
職
員
を
考
え
て
い

る
。

今
野
章
議
員

　災
害
時
の
避

難
施
設
運
営
に
つ
い
て
、
職

員
で
の
対
応
は
当
然
で
あ
る

が
、
長
期
に
な
れ
ば
避
難
者

で
運
営
と
な
る
が
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
い
つ
出
来
る
の
か
。

総
務
課
長

　今
年
度
の
避
難

訓
練
に
間
に
合
う
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　運
営
に
つ

い
て
、
今
後
J
A
と
協
議
す

る
と
の
事
だ
が
、
条
例
出
す

以
上
は
、
想
定
さ
れ
る
質
問

と
思
う
が
、
明
確
に
答
え
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
地
域
住
民

に
対
す
る
お
披
露
目
は
ど
う

な
る
の
か
。

副
町
長

　６
月
22
日
の
オ
ー

プ
ン
後
の
６
月
下
旬
か
７
月

上
旬
に
地
域
住
民
の
方
々
、

各
種
団
体
に
案
内
す
る
。

櫻
井
靖
議
員

　利
用
料
金
は

ど
う
な
の
か
。

危
機
管
理
監

　９
時
か
ら
13
時
は
３
０
０

０
円
、
13
時
か
ら
17
時
は
３

０
０
０
円
、
17
時
か
ら
21
時

い
ず
れ
も
３
０
０
０
円
の
料

金
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
種
団
体
や
町
の
主
催
と
な

れ
ば
減
免
の
対
象
と
な
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
の
人
事
異
動
及
び
共

済
組
合
負
担
金
の
負
担
率
の

改
正
に
伴
う
人
件
費
を
補
正

し
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
の
人
事
異
動
・
共
済

組
合
負
担
金
の
負
担
率
の
改

正
に
伴
う
人
件
費
及
び
介
護

保
険
特
別
会
計
の
地
域
支
援

事
業
の
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

ま
た
、
低
所
得
の
保
険
料

を
軽
減
す
る
た
め
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ

る
。

今
野
章
議
員

　地
域
支
援
事

業
が
な
ぜ
対
象
外
に
な
っ
た

の
か
。

健
康
長
寿
課
長

　介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
の

中
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
実
施
が
可
能
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
総
合
事
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
中
で
対
象
外
に
な

っ
た
た
め
。賛

成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
人
事
異
動
に
伴
い
職

員
の
人
件
費
を
補
正
し
、
水

道
事
業
費
用
の
総
額
を
５
億

９
４
９
４
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所

得
者
が
行
っ
た
場
合
、
そ
れ

に
係
る
寄
付
金
控
除
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
特

例
的
な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
手
続

き
関
係
を
規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

　固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
土
地
の
負
担
調

整
措
置
を
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
年
間
延
長
す
る
た
め
の

も
の
で
、
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を

受
け
た
一
定
の
環
境
性
能
を

有
す
る
四
輪
等
に
つ
い
て
、

そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）を

新
設
し
た
こ
と
。

　平
成
27
年
度
分
以
後
の
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
原
動
機
付
自
転
車
及
び

二
輪
車
等
に
係
る
税
率
に
つ

い
て
、
そ
の
適
用
開
始
時
期

を
一
年
間
延
長
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　都
市
計
画
税
の
負
担
調
整

措
置
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら

固
定
資
産
税
と
同
様
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
固
定

資
産
税
に
お
け
る
措
置
と
同

様
に
現
行
の
土
地
の
負
担
調

整
措
置
を
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
年
間
延
長
す
る
も
の
で

あ
る
。

 

ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
本
条
例
に
お
い
て
引

用
す
る
地
方
税
法
の
条
項
の

追
加
や
条
項
ず
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　基
礎
課
税
額
に
係
る
限
度

額
を
52
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
課
税
に
係
る
限
度

額
を
17
万
円
に
、
介
護
納
付

金
課
税
額
に
係
る
限
度
額
を

16
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

　さ
ら
に
、５
割
軽
減
及
び
２

割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
の
算
定
に
お
い

て
、被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
べ

き
金
額
を
５
割
軽
減
は
26
万

円
に
、２
割
軽
減
は
47
万
円
に

改
め
る
も
の
で
あ
る
。

今
野
章
議
員

　課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
全
体

で
４
万
円
の
引
き
上
げ
と
な

る
が
影
響
額
は
ど
の
く
ら
い

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
５
割
軽
減
で
16
世

帯
、
２
割
軽
減
で
４
世
帯
で

あ
る
が
、
軽
減
額
は
ど
の
く

ら
い
か
。

町
民
福
祉
課
長

　課
税
限
度

額
の
補
助
の
影
響
額
は
64
万

円
で
あ
る
。

　ま
た
、
軽
減
世
帯
の
影
響

額
20
世
帯
に
つ
い
て
は
71
万

円
で
あ
る
。
全
体
で
の
影
響

額
と
し
て
は
７
万
円
で
あ

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

第
１
号
被
保
険
者
の
第
１
段

階
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、

３
万
４
８
０
円
を
２
万
７
４

３
２
円
に
３
０
４
８
円
引
き

下
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

議
案
審
議

補
正
予
算
・
議
案
審
議
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国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

              

（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

              

（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

専
決
処
分

町
税
条
例
等
の
一
部

改
正

松
島
町
町
税
条
例
の

一
部
改
正

松
島
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
等
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

暴
力
団
の
利
益
と
な
る
公
共

施
設
の
使
用
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

松
島
町
避
難
施
設
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　地
方
自
治
法
で
定
め
て
お
り
、緊
急
時
で
議
会
を
招
集

す
る
時
間
が
な
い
場
合
等
、予
算
や
条
例
な
ど
を
首
長
が

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
自
ら
の
権
限
で
決
め
る
こ
と
。

議
案

審
議

町
内
最
大
規
模
（
収
容
人
数
３
２
０
人
）の

避
難
所
完
成

J
A
仙
台
松
島
と
共
有



 

主
な
内
容

　暴
力
団
の
利
益
と
な
る
使

用
等
を
制
限
す
る
公
共
施
設

に
、
松
島
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
支
援
施
設
、
松
島
町
児
童

館
及
び
松
島
町
避
難
施
設
を

追
加
す
る
も
の
。

色
川
晴
夫
議
員

　暴
力
団
が

公
共
施
設
の
使
用
禁
止
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
に
ど
の

よ
う
な
通
知
、
文
章
を
出
し

て
い
る
の
か
。

副
町
長

　募
集
要
項
の
条
件

で
は
な
く
、
町
の
条
例
で
暴

力
団
排
除
を
う
た
っ
て
い

る
。
使
用
者
に
疑
問
が
あ
れ

ば
、
警
察
に
照
会
を
か
け
る

形
に
な
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　町
民
税
・
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
更

新
期
限
を
「
納
期
限
前
７

日
」
ま
で
を
「
納
期
限
」
ま

で
に
改
正
し
、
更
新
期
限
を

延
長
す
る
も
の
。
ま
た
、
た

ば
こ
税
を
旧
３
級
品
に
か
か

る
特
別
税
率
を
段
階
的
に
廃

止
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日
ま

で
に
、
４
段
階
で
税
率
を
引

き
上
げ
る
も
の
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　減
免
申
請
期
限
を
現
行
の

「
納
期
限
前
７
日
」
ま
で
を

「
納
期
限
」
ま
で
に
改
正
す

る
。ま
た
、「
配
当
所
得
」
を

「
利
子
所
得
、配
当
所
得
及
び

雑
所
得
」の
改
正
に
つ
い
て
、

施
行
期
日
を
「
平
成
29
年
１

月
１
日
施
行
」か
ら｢

平
成
28

年
１
月
１
日
施
行
」
に
改
正

す
る
も
の
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　高
城
避
難
所
の
建
設
に
伴

い
、
本
条
例
に
当
該
施
設
を

加
え
る
も
の
。

今
野
章
議
員

　補
正
予
算
で

管
理
人
賃
金
２
２
７
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
。
避
難
所
の

管
理
方
法
は
ど
う
な
る
の

か
。

副
町
長

　去
年
か
ら
J
A
と

協
議
し
て
い
る
が
、
J
A
側

は
オ
ー
プ
ン
後
の
状
況
で
判

断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
町
直
営
と
し
、
職
員

は
臨
時
職
員
を
考
え
て
い

る
。

今
野
章
議
員

　災
害
時
の
避

難
施
設
運
営
に
つ
い
て
、
職

員
で
の
対
応
は
当
然
で
あ
る

が
、
長
期
に
な
れ
ば
避
難
者

で
運
営
と
な
る
が
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
い
つ
出
来
る
の
か
。

総
務
課
長

　今
年
度
の
避
難

訓
練
に
間
に
合
う
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　運
営
に
つ

い
て
、
今
後
J
A
と
協
議
す

る
と
の
事
だ
が
、
条
例
出
す

以
上
は
、
想
定
さ
れ
る
質
問

と
思
う
が
、
明
確
に
答
え
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
地
域
住
民

に
対
す
る
お
披
露
目
は
ど
う

な
る
の
か
。

副
町
長

　６
月
22
日
の
オ
ー

プ
ン
後
の
６
月
下
旬
か
７
月

上
旬
に
地
域
住
民
の
方
々
、

各
種
団
体
に
案
内
す
る
。

櫻
井
靖
議
員

　利
用
料
金
は

ど
う
な
の
か
。

危
機
管
理
監

　９
時
か
ら
13
時
は
３
０
０

０
円
、
13
時
か
ら
17
時
は
３

０
０
０
円
、
17
時
か
ら
21
時

い
ず
れ
も
３
０
０
０
円
の
料

金
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
種
団
体
や
町
の
主
催
と
な

れ
ば
減
免
の
対
象
と
な
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
の
人
事
異
動
及
び
共

済
組
合
負
担
金
の
負
担
率
の

改
正
に
伴
う
人
件
費
を
補
正

し
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
の
人
事
異
動
・
共
済

組
合
負
担
金
の
負
担
率
の
改

正
に
伴
う
人
件
費
及
び
介
護

保
険
特
別
会
計
の
地
域
支
援

事
業
の
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

ま
た
、
低
所
得
の
保
険
料

を
軽
減
す
る
た
め
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ

る
。

今
野
章
議
員

　地
域
支
援
事

業
が
な
ぜ
対
象
外
に
な
っ
た

の
か
。

健
康
長
寿
課
長

　介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
の

中
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
実
施
が
可
能
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
総
合
事
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
中
で
対
象
外
に
な

っ
た
た
め
。賛

成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　４
月
人
事
異
動
に
伴
い
職

員
の
人
件
費
を
補
正
し
、
水

道
事
業
費
用
の
総
額
を
５
億

９
４
９
４
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所

得
者
が
行
っ
た
場
合
、
そ
れ

に
係
る
寄
付
金
控
除
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
特

例
的
な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
手
続

き
関
係
を
規
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

　固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
土
地
の
負
担
調

整
措
置
を
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
年
間
延
長
す
る
た
め
の

も
の
で
、
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
最
初
の
新
規
検
査
を

受
け
た
一
定
の
環
境
性
能
を

有
す
る
四
輪
等
に
つ
い
て
、

そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）を

新
設
し
た
こ
と
。

　平
成
27
年
度
分
以
後
の
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
原
動
機
付
自
転
車
及
び

二
輪
車
等
に
係
る
税
率
に
つ

い
て
、
そ
の
適
用
開
始
時
期

を
一
年
間
延
長
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　都
市
計
画
税
の
負
担
調
整

措
置
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら

固
定
資
産
税
と
同
様
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
固
定

資
産
税
に
お
け
る
措
置
と
同

様
に
現
行
の
土
地
の
負
担
調

整
措
置
を
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
年
間
延
長
す
る
も
の
で

あ
る
。

 

ま
た
、
地
方
税
法
の
改
正

に
よ
り
本
条
例
に
お
い
て
引

用
す
る
地
方
税
法
の
条
項
の

追
加
や
条
項
ず
れ
に
対
応
す

る
た
め
に
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　基
礎
課
税
額
に
係
る
限
度

額
を
52
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
課
税
に
係
る
限
度

額
を
17
万
円
に
、
介
護
納
付

金
課
税
額
に
係
る
限
度
額
を

16
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

　さ
ら
に
、５
割
軽
減
及
び
２

割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
軽
減
判
定
の
算
定
に
お
い

て
、被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
べ

き
金
額
を
５
割
軽
減
は
26
万

円
に
、２
割
軽
減
は
47
万
円
に

改
め
る
も
の
で
あ
る
。

今
野
章
議
員

　課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
全
体

で
４
万
円
の
引
き
上
げ
と
な

る
が
影
響
額
は
ど
の
く
ら
い

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
５
割
軽
減
で
16
世

帯
、
２
割
軽
減
で
４
世
帯
で

あ
る
が
、
軽
減
額
は
ど
の
く

ら
い
か
。

町
民
福
祉
課
長

　課
税
限
度

額
の
補
助
の
影
響
額
は
64
万

円
で
あ
る
。

　ま
た
、
軽
減
世
帯
の
影
響

額
20
世
帯
に
つ
い
て
は
71
万

円
で
あ
る
。
全
体
で
の
影
響

額
と
し
て
は
７
万
円
で
あ

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　介
護
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
、

第
１
号
被
保
険
者
の
第
１
段

階
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、

３
万
４
８
０
円
を
２
万
７
４

３
２
円
に
３
０
４
８
円
引
き

下
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
賛
成
全
員
・
可
決

議
案
審
議

補
正
予
算
・
議
案
審
議
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国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

              

（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

              

（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

専
決
処
分

町
税
条
例
等
の
一
部

改
正

松
島
町
町
税
条
例
の

一
部
改
正

松
島
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
等
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

暴
力
団
の
利
益
と
な
る
公
共

施
設
の
使
用
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

松
島
町
避
難
施
設
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　地
方
自
治
法
で
定
め
て
お
り
、緊
急
時
で
議
会
を
招
集

す
る
時
間
が
な
い
場
合
等
、予
算
や
条
例
な
ど
を
首
長
が

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
自
ら
の
権
限
で
決
め
る
こ
と
。

議
案

審
議

町
内
最
大
規
模
（
収
容
人
数
３
２
０
人
）の

避
難
所
完
成

J
A
仙
台
松
島
と
共
有



  

主
な
内
容

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

事
業
と
し
て
実
施
す
る
松
島

海
岸
公
園
避
難
施
設
工
事
に

関
す
る
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

工
事
内
容

観
瀾
亭
分
室
を
曳
家
し
、
基

礎
及
び
建
物
の
補
強
を
行

い
、
創
建
当
時
の
建
築
様
式

を
復
元
す
る
。

○
契
約
金
額

９
５
０
４
万
円

○
相
手
方

㈱
鈴
木
工
務
店

色
川
晴
夫
議
員

　こ
の
建
物

は
文
化
財
に
入
っ
て
い
る

か
。
入
っ
て
な
け
れ
ば
こ
の

機
会
に
松
島
町
の
文
化
財
に

し
て
は
ど
う
か
。
　

町
長

　現
在
の
と
こ
ろ
入
っ

て
い
な
い
。
文
化
財
と
は
異

な
る
が
近
代
遺
産
と
し
て
関

係
者
、
知
識
人
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
し
か
る
べ
き
措
置

を
し
て
い
き
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　避
難
施
設

以
外
の
使
い
方
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

副
町
長

　１
階
は
観
光
客
を

含
め
た
い
ろ
い
ろ
な
展
示
会

場
と
し
て
、
２
階
は
地
域
の

方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
考
え
て
い
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　今
後
、
指

定
管
理
に
し
て
い
く
の
か
。

副
町
長

　観
瀾
亭
を
含
め
町

で
直
営
し
た
い
。
だ
が
、
議

論
は
必
要
だ
。
第
１
候
補
と

し
て
観
光
協
会
と
内
々
話
し

て
い
る
が
若
干
の
認
識
の
違

い
が
あ
り
、
検
討
段
階
で
あ

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

西
行
戻
し
の
松
公
園
防
災
器

具
庫
等
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
公
園
全
体
の
防
犯
対
策

を
考
慮
し
、
監
視
カ
メ
ラ
及

び
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
、
施
設
の
安
全
対
策
を

図
る
た
め
変
更
す
る
も
の
。

○
契
約
金
額

　変
更
前

　　５
３
４
６
万
円

　変
更
後

　

５
５
９
６
万
４
５
２
０
円

○
相
手
方

㈱
鈴
木
工
務
店

櫻
井
靖
議
員

　監
視
カ
メ
ラ

は
夜
で
も
は
っ
き
り
写
る
の

か
。
ま
た
、
何
日
く
ら
い
記

録
で
き
る
の
か
。

副
町
長

　地
域
的
に
明
る
い

の
で
、
夜
で
も
撮
れ
る
。
ま

た
、
１
週
間
以
上
記
録
で
き

る
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

今
野
章
議
員

　カ
メ
ラ
を
つ

け
た
防
犯
効
果
を
期
待
す
る

の
で
あ
れ
ば
点
検
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

副
町
長

　10
日
以
内
を
基
準

に
職
員
が
点
検
や
巡
回
を

し
、
何
か
あ
れ
ば
画
像
を
見

る
。

今
野
章
議
員

　事
件
と
い
う

の
は
何
ヶ
月
か
た
っ
て
明
ら

か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
10

日
分
の
デ
ー
タ
ー
は
保
管
す

る
の
か
、
消
去
す
る
の
か
。

町
長

　異
常
が
な
け
れ
ば
上

書
き
を
し
て
い
く
よ
う
に
考

え
て
い
た
が
、
あ
る
程
度
期

限
を
切
っ
た
形
で
保
存
を
考

え
て
い
き
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　高
額
で
公

園
を
整
備
し
て
い
る
。
担
当

課
ば
か
り
で
は
な
く
、
７
月

以
降
は
施
設
管
理
者
が
毎
日

通
勤
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
万

が
一
何
か
あ
っ
た
ら
役
場
に

届
け
て
も
ら
え
る
よ
う
こ
ま

め
に
見
回
り
し
て
も
ら
い
た

い
が
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

　管
理
と
い

う
の
は
大
変
重
要
だ
と
担
当

課
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
た

い
。

菅
野
良
雄
議
員

　交
付
金
事

業
の
場
合
、
警
備
を
警
備
会

社
に
委
託
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

副
町
長

　交
付
金
は
ハ
ー
ド

面
で
あ
り
、
管
理
運
営
は
自

治
体
持
ち
と
な
る
。
パ
ノ
ラ

マ
ハ
ウ
ス
を
指
定
管
理
に
し

て
い
る
の
で
そ
の
方
に
見
て

も
ら
い
、
警
備
会
社
は
考
え

て
い
な
い
。

赤
間
幸
夫
議
員
　カ
メ
ラ
位

置
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

副
町
長

　専
門
的
な
画
素
、

角
度
に
つ
い
て
は
業
者
に
頼

ん
だ
が
、
基
本
的
に
は
行
政

主
導
で
３
カ
所
と
な
っ
た
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　白
萩
避
難
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
松
島

町
磯
崎
区
を
指
定
管
理
者
に

指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　白
萩
避
難

所
の
管
理
費
を
ど
の
よ
う
に

し
て
算
定
し
た
の
か
。

副
町
長

　町
と
区
で
協
議
を

し
、
設
計
会
社
が
こ
れ
か
ら

の
利
用
を
含
め
て
試
算
し

た
。

色
川
晴
夫
議
員

　各
種
団
体

の
使
用
料
の
全
額
減
免
は
こ

れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
の

か
。
一
部
負
担
を
考
え
な
け

れ
ば
施
設
維
持
管
理
が
難
し

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　公
共
施
設
だ
か
ら

誰
も
が
利
用
す
る
場
合
は
安

く
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

立
派
な
施
設
を
利
用
す
る
と

な
れ
ば
全
部
が
た
だ
と
い
う

考
え
方
を
切
り
替
え
て
い
か

な
け
れ
ば
町
の
運
営
が
で
き

な
く
な
る
。
今
す
ぐ
で
は
な

い
が
、
町
民
の
皆
様
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。

髙
橋
幸
彦
議
員

　発
電
機
用

の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
携
行

缶
を
お
い
て
て
も
構
わ
な
い

か
。

危
機
管
理
監

　消
防
署
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
40
リ
ッ
ト

ル
未
満
で
あ
れ
ば
消
防
法
上

問
題
が
な
い
の
で
18
リ
ッ
ト

ル
で
あ
れ
ば
２
缶
お
け
る
。

　
　
　
　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　和
解
内
容
及
び
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

１
、
和
解
内
容
及
び
損
害
賠

償
額　町

は
、
損
害
賠
償
金
26
万

３
２
９
０
円
を
支
払
う
も
の

と
す
る
。

２
、
相
手
方

　菅
原
紀
久
子

３
、
事
故
の
概
要

　平
成
25
年
11
月
21
日
午
後

５
時
30
分
頃
、
松
島
町
文
化

観
光
交
流
館
脇
の
町
道
に
お

い
て
、
歩
行
中
に
蓋
が
外
れ

て
い
る
桝
へ
足
を
踏
み
外

し
、
負
傷
し
た
も
の
。

赤
間
幸
夫
議
員

　町
は
今

後
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
防
止
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
話
し
合
い

が
な
さ
れ
、
扱
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　建
設
課
と
し
て

年
に
２
回
全
員
で
道
路
を
点

検
に
行
く
こ
と
を
決
め
て
い

る
。
ま
た
、
郵
便
局
と
協
定

を
結
び
、
道
路
に
穴
が
開
い

て
い
る
な
ど
危
な
い
と
こ
ろ

を
報
告
し
て
も
ら
え
る
よ
う

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
区
長

会
で
も
連
絡
を
も
ら
え
る
よ

う
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　

赤
間
幸
夫
議
員

　防
犯
関
係

の
団
体
や
婦
人
関
係
の
団
体

に
も
周
知
徹
底
す
れ
ば
減
災

に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
要

望
す
る
。

       

賛
成
全
員
・
可
決

議
案
審
議

議
案
審
議

7 6まつしま議会だより まつしま議会だより

事故があった側溝（現在は改修済み）

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

質
疑
質
疑
質
疑

管
理
費
は
適
正
か

管
理
費
は
適
正
か

み
ん
な
で
防
災
対
策
を

み
ん
な
で
防
災
対
策
を

観瀾亭分室をコミュニティーの場に！観瀾亭分室をコミュニティーの場に！観瀾亭分室をコミュニティーの場に！

西行戻しの松公園

新
し
い
文
化
の
発
信
拠
点
へ

工
事
請
負
契
約
の
締
結
・
変
更

白萩避難所

指
定
管
理
者
の
指
定

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
変
更

和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額
の
決
定



  

主
な
内
容

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

事
業
と
し
て
実
施
す
る
松
島

海
岸
公
園
避
難
施
設
工
事
に

関
す
る
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

工
事
内
容

観
瀾
亭
分
室
を
曳
家
し
、
基

礎
及
び
建
物
の
補
強
を
行

い
、
創
建
当
時
の
建
築
様
式

を
復
元
す
る
。

○
契
約
金
額

９
５
０
４
万
円

○
相
手
方

㈱
鈴
木
工
務
店

色
川
晴
夫
議
員

　こ
の
建
物

は
文
化
財
に
入
っ
て
い
る

か
。
入
っ
て
な
け
れ
ば
こ
の

機
会
に
松
島
町
の
文
化
財
に

し
て
は
ど
う
か
。
　

町
長

　現
在
の
と
こ
ろ
入
っ

て
い
な
い
。
文
化
財
と
は
異

な
る
が
近
代
遺
産
と
し
て
関

係
者
、
知
識
人
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
し
か
る
べ
き
措
置

を
し
て
い
き
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　避
難
施
設

以
外
の
使
い
方
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

副
町
長

　１
階
は
観
光
客
を

含
め
た
い
ろ
い
ろ
な
展
示
会

場
と
し
て
、
２
階
は
地
域
の

方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
考
え
て
い
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　今
後
、
指

定
管
理
に
し
て
い
く
の
か
。

副
町
長

　観
瀾
亭
を
含
め
町

で
直
営
し
た
い
。
だ
が
、
議

論
は
必
要
だ
。
第
１
候
補
と

し
て
観
光
協
会
と
内
々
話
し

て
い
る
が
若
干
の
認
識
の
違

い
が
あ
り
、
検
討
段
階
で
あ

る
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

西
行
戻
し
の
松
公
園
防
災
器

具
庫
等
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
公
園
全
体
の
防
犯
対
策

を
考
慮
し
、
監
視
カ
メ
ラ
及

び
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
、
施
設
の
安
全
対
策
を

図
る
た
め
変
更
す
る
も
の
。

○
契
約
金
額

　変
更
前

　　５
３
４
６
万
円

　変
更
後

　

５
５
９
６
万
４
５
２
０
円

○
相
手
方

㈱
鈴
木
工
務
店

櫻
井
靖
議
員

　監
視
カ
メ
ラ

は
夜
で
も
は
っ
き
り
写
る
の

か
。
ま
た
、
何
日
く
ら
い
記

録
で
き
る
の
か
。

副
町
長

　地
域
的
に
明
る
い

の
で
、
夜
で
も
撮
れ
る
。
ま

た
、
１
週
間
以
上
記
録
で
き

る
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

今
野
章
議
員

　カ
メ
ラ
を
つ

け
た
防
犯
効
果
を
期
待
す
る

の
で
あ
れ
ば
点
検
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

副
町
長

　10
日
以
内
を
基
準

に
職
員
が
点
検
や
巡
回
を

し
、
何
か
あ
れ
ば
画
像
を
見

る
。

今
野
章
議
員

　事
件
と
い
う

の
は
何
ヶ
月
か
た
っ
て
明
ら

か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
10

日
分
の
デ
ー
タ
ー
は
保
管
す

る
の
か
、
消
去
す
る
の
か
。

町
長

　異
常
が
な
け
れ
ば
上

書
き
を
し
て
い
く
よ
う
に
考

え
て
い
た
が
、
あ
る
程
度
期

限
を
切
っ
た
形
で
保
存
を
考

え
て
い
き
た
い
。

色
川
晴
夫
議
員

　高
額
で
公

園
を
整
備
し
て
い
る
。
担
当

課
ば
か
り
で
は
な
く
、
７
月

以
降
は
施
設
管
理
者
が
毎
日

通
勤
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
万

が
一
何
か
あ
っ
た
ら
役
場
に

届
け
て
も
ら
え
る
よ
う
こ
ま

め
に
見
回
り
し
て
も
ら
い
た

い
が
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

　管
理
と
い

う
の
は
大
変
重
要
だ
と
担
当

課
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
た

い
。

菅
野
良
雄
議
員

　交
付
金
事

業
の
場
合
、
警
備
を
警
備
会

社
に
委
託
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

副
町
長

　交
付
金
は
ハ
ー
ド

面
で
あ
り
、
管
理
運
営
は
自

治
体
持
ち
と
な
る
。
パ
ノ
ラ

マ
ハ
ウ
ス
を
指
定
管
理
に
し

て
い
る
の
で
そ
の
方
に
見
て

も
ら
い
、
警
備
会
社
は
考
え

て
い
な
い
。

赤
間
幸
夫
議
員
　カ
メ
ラ
位

置
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

副
町
長

　専
門
的
な
画
素
、

角
度
に
つ
い
て
は
業
者
に
頼

ん
だ
が
、
基
本
的
に
は
行
政

主
導
で
３
カ
所
と
な
っ
た
。

賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　白
萩
避
難
所
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
松
島

町
磯
崎
区
を
指
定
管
理
者
に

指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

色
川
晴
夫
議
員

　白
萩
避
難

所
の
管
理
費
を
ど
の
よ
う
に

し
て
算
定
し
た
の
か
。

副
町
長

　町
と
区
で
協
議
を

し
、
設
計
会
社
が
こ
れ
か
ら

の
利
用
を
含
め
て
試
算
し

た
。

色
川
晴
夫
議
員

　各
種
団
体

の
使
用
料
の
全
額
減
免
は
こ

れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く
の

か
。
一
部
負
担
を
考
え
な
け

れ
ば
施
設
維
持
管
理
が
難
し

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長
　公
共
施
設
だ
か
ら

誰
も
が
利
用
す
る
場
合
は
安

く
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

立
派
な
施
設
を
利
用
す
る
と

な
れ
ば
全
部
が
た
だ
と
い
う

考
え
方
を
切
り
替
え
て
い
か

な
け
れ
ば
町
の
運
営
が
で
き

な
く
な
る
。
今
す
ぐ
で
は
な

い
が
、
町
民
の
皆
様
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。

髙
橋
幸
彦
議
員

　発
電
機
用

の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
携
行

缶
を
お
い
て
て
も
構
わ
な
い

か
。

危
機
管
理
監

　消
防
署
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
40
リ
ッ
ト

ル
未
満
で
あ
れ
ば
消
防
法
上

問
題
が
な
い
の
で
18
リ
ッ
ト

ル
で
あ
れ
ば
２
缶
お
け
る
。

　
　
　
　
賛
成
全
員
・
可
決

 

主
な
内
容

　和
解
内
容
及
び
損
害
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

１
、
和
解
内
容
及
び
損
害
賠

償
額　町

は
、
損
害
賠
償
金
26
万

３
２
９
０
円
を
支
払
う
も
の

と
す
る
。

２
、
相
手
方

　菅
原
紀
久
子

３
、
事
故
の
概
要

　平
成
25
年
11
月
21
日
午
後

５
時
30
分
頃
、
松
島
町
文
化

観
光
交
流
館
脇
の
町
道
に
お

い
て
、
歩
行
中
に
蓋
が
外
れ

て
い
る
桝
へ
足
を
踏
み
外

し
、
負
傷
し
た
も
の
。

赤
間
幸
夫
議
員

　町
は
今

後
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
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な
い
よ
う
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止
策
に
つ
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話
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が
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っ
て
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う

と
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。
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設
課
長
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設
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と
し
て

年
に
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回
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を
点
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を
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て
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る
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郵
便
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と
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危
な
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え
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。
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議
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係
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関
係
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。

       

賛
成
全
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・
可
決

議
案
審
議

議
案
審
議
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事故があった側溝（現在は改修済み）
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繰
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。
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。
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。
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の
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。
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。
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０
０
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松島町の面積変更
（国土地理院による計測方法の変更により）ト
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ピ

ックス

  
復興支援定住促進事業
景観形成推進事業 
旧高城公会堂解体改修事業
復興まちづくり支援施設（パノラマハウス）整備事業
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：西行戻しの松公園）
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：石田沢地区）
松島東浜地区避難場所整備工事
漁業集落復興効果促進事業
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：三十刈地区） 
漁業集落防災機能強化事業（手樽地区）
松島地区等避難施設整備事業 
備蓄倉庫整備事業
高城地区津波避難施設整備事業
耐震性貯水槽整備事業 
地域住民生活等緊急支援事業
漁港施設機能強化事業 
漁港海岸・海岸保全施設築造事業 
磯崎漁港共同利用施設復興整備事業 
橋梁長寿命化対策事業 
町道内町線・内町支線道路整備事業 
松島地区避難路整備事業 
高城・磯崎地区避難路整備事業
根廻磯崎線道路整備事業（根廻地区） 
宅地かさ上げ等事業費補助金
農業用施設災害復旧工事 
公共土木施設災害復旧事業 

白萩地内雨水路整備事業 
松島地区外下水対策事業 
松島地区外内水対策事業 
公共下水道施設災害復旧事業 

手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業 
松島地区復興まちづくり拠点施設整備事業 
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業 
漁業集落防災機能強化事業 
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：三十刈地区）
漁港海岸・海岸保全施設築造事業 
町道手樽・富山駅線道路整備事業 
町道高城・松島線外３路線道路整備事業 
町道上竹谷・高城線外１１路線道路整備事業 
根廻磯崎線道路整備事業（磯崎地区） 
災害公営住宅整備事業（磯崎地区） 
公共土木施設災害復旧事業 

松島地区外内水対策事業 
公共下水道施設災害復旧事業 

二子屋浄水場実施設計業務委託 

  
平成２７年９月下旬
平成２７年６月下旬
平成２７年４月完了
平成２７年６月下旬
平成２７年７月下旬

〃
〃
〃

平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃

平成２７年６月下旬
平成２７年８月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

平成２７年１２月下旬
平成２７年９月下旬
平成２７年６月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃

平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬
平成２７年８月下旬
平成２８年３月下旬
平成２７年６月下旬
平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃
〃

平成２７年６月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬

  
２００万円
１００万円
１３８１万円
９５３４万円

１億６９２１万円
５億３３７１万円
４５１７万円
８８３万円

４億３１１３万円
２億７１６５万円
５億１０３８万円
２億２７４３万円
２億４６２０万円
８０４０万円
６５４３万円
８２５６万円

２億３６３５万円
１億７８７万円
５８６１万円
８８０万円

１億５４４万円
１７８４万円
４８５３万円
２００万円
２４４６万円

６億３２６２万円
  

８２０万円
２億３４１９万円
３億２７９９万円
８６１７万円

６５３６万円
４７７万円
３８８８万円
５８３３万円
２１７万円
２６０５万円
７３０６万円
９７３３万円
９９５７万円
８３２１万円
１億９４万円

１億４２５２万円
  

２１７万円
６億３２万円
 

４５０７万円

一般会計繰越明許費繰越計算書  

下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書  

一般会計事故繰越し繰越計算書  

下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書  

水道事業会計繰越明許費繰越計算書  

事　業　名 完了（見込）翌年度繰越額

平成27年2月6日発表
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54.04㎢⇒53.56㎢へ
松島町の面積変更
（国土地理院による計測方法の変更により）ト

ピ

ックス

ト
ピ

ックス

  
復興支援定住促進事業
景観形成推進事業 
旧高城公会堂解体改修事業
復興まちづくり支援施設（パノラマハウス）整備事業
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：西行戻しの松公園）
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：石田沢地区）
松島東浜地区避難場所整備工事
漁業集落復興効果促進事業
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：三十刈地区） 
漁業集落防災機能強化事業（手樽地区）
松島地区等避難施設整備事業 
備蓄倉庫整備事業
高城地区津波避難施設整備事業
耐震性貯水槽整備事業 
地域住民生活等緊急支援事業
漁港施設機能強化事業 
漁港海岸・海岸保全施設築造事業 
磯崎漁港共同利用施設復興整備事業 
橋梁長寿命化対策事業 
町道内町線・内町支線道路整備事業 
松島地区避難路整備事業 
高城・磯崎地区避難路整備事業
根廻磯崎線道路整備事業（根廻地区） 
宅地かさ上げ等事業費補助金
農業用施設災害復旧工事 
公共土木施設災害復旧事業 

白萩地内雨水路整備事業 
松島地区外下水対策事業 
松島地区外内水対策事業 
公共下水道施設災害復旧事業 

手樽地区復興まちづくり拠点施設整備事業 
松島地区復興まちづくり拠点施設整備事業 
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業 
漁業集落防災機能強化事業 
松島地区安全・安心なまちづくり基盤整備事業（避難場所：三十刈地区）
漁港海岸・海岸保全施設築造事業 
町道手樽・富山駅線道路整備事業 
町道高城・松島線外３路線道路整備事業 
町道上竹谷・高城線外１１路線道路整備事業 
根廻磯崎線道路整備事業（磯崎地区） 
災害公営住宅整備事業（磯崎地区） 
公共土木施設災害復旧事業 

松島地区外内水対策事業 
公共下水道施設災害復旧事業 

二子屋浄水場実施設計業務委託 

  
平成２７年９月下旬
平成２７年６月下旬
平成２７年４月完了
平成２７年６月下旬
平成２７年７月下旬

〃
〃
〃

平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃

平成２７年６月下旬
平成２７年８月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

平成２７年１２月下旬
平成２７年９月下旬
平成２７年６月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃

平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬
平成２７年８月下旬
平成２８年３月下旬
平成２７年６月下旬
平成２７年７月下旬
平成２８年３月下旬

〃
〃
〃

平成２７年６月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬
平成２８年３月下旬

平成２７年９月下旬

  
２００万円
１００万円
１３８１万円
９５３４万円

１億６９２１万円
５億３３７１万円
４５１７万円
８８３万円

４億３１１３万円
２億７１６５万円
５億１０３８万円
２億２７４３万円
２億４６２０万円
８０４０万円
６５４３万円
８２５６万円

２億３６３５万円
１億７８７万円
５８６１万円
８８０万円

１億５４４万円
１７８４万円
４８５３万円
２００万円
２４４６万円

６億３２６２万円
  

８２０万円
２億３４１９万円
３億２７９９万円
８６１７万円

６５３６万円
４７７万円
３８８８万円
５８３３万円
２１７万円
２６０５万円
７３０６万円
９７３３万円
９９５７万円
８３２１万円
１億９４万円

１億４２５２万円
  

２１７万円
６億３２万円
 

４５０７万円

一般会計繰越明許費繰越計算書  

下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書  

一般会計事故繰越し繰越計算書  

下水道事業特別会計事故繰越し繰越計算書  

水道事業会計繰越明許費繰越計算書  

事　業　名 完了（見込）翌年度繰越額

平成27年2月6日発表
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町負担額平成28年度以降の
復興事業にかかる

❶根廻磯崎線道路整備事業（根廻地区）[ 社会資本整備総合交付金 ]

[ 東日本大震災復興交付金 ]

■負担額見込み（3ヶ年：28年度～30年度）33,561千円

❷（仮称）農村地域復興再生基盤総合整備事業（手樽地区）
■負担額見込み（5ヶ年：28年度～32年度）15,750千円

❸下水道施設移設事業（松島地区：国道45号拡幅計画に伴う
　下水道管渠等の移設）
■負担額見込み（1ヶ年：28年度）661千円

　28年度以降の事業費
　国費（60％）
　町負担（40％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実費町費：2.0％　　　　　　　　　　　　　）

1,678,043千円
1,006,825千円
671,218千円
637,657千円
33,561千円

　28年度以降の事業費
　国費（50％）
　県費（29％）
　町負担（21％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実質町費：1.1％　　　　　　　　　　　　　）

1,500,000千円
750,000千円
435,000千円
315,000千円
299,250千円
15,750千円

　28年度以降の事業費
　国費（80％）
　町負担（20％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実質町費：1.0％　　　　　　　　　　　　　）

66,028千円
52,822千円
13,206千円
12,545千円
661千円

49,972千
円

平成27年 第2回松島町議会定例会　議案採決結果
全：賛成全員（可決・採択）　多：賛成多数（可決・採択）　否：賛成少数（否決・不採択）
○：賛成　　×：反対　退：退席　欠：欠席　　　　　　　　　　 ※櫻井公一議員は議長のため採決に加わりません

議　　　案　　　名 議決月日
議
案
番
号

採決

結果

反

　
　対

賛

　
　成

櫻
井

　公
一

阿
部

　幸
夫

髙
橋

　利
典

菅
野

　良
雄

色
川

　晴
夫

太
齋

　雅
一

今
野

　
　章

髙
橋

　幸
彦

小
幡

　公
雄

後
藤

　良
郎

片
山

　正
弘

櫻
井

　
　靖

赤
間

　幸
夫

澁
谷

　秀
夫

6月12日

6月12日

6月12日

6月12日

6月12日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月12日

6月12日

6月12日

6月16日

6月16日
    

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

同意
（投票）

同意
（投票）

同意
（投票）

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
充に関する陳情について

松島町町税条例等の一部改正

松島町都市計画税条例の一部改正

松島町国民健康保険税条例の一部改正

松島町介護保険条例の一部改正

暴力団の利益となる公共施設の使用等の制限
に関する条例の一部改正について

松島町町税条例の一部改正について

松島町国民健康保険税条例等の一部改正につ
いて

松島町避難施設等の設置及び管理に関する条
例の一部改正について

指定管理者の指定について（白萩避難所）

和解及び損害賠償の額の決定について

工事請負契約の締結について（松島海岸公園避
難施設整備工事）

工事請負契約の変更について（西行戻しの松公
園防災器具庫等建設工事）

平成27年度松島町一般会計補正予算（第２号）

平成27年度松島町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

平成27年度松島町介護保険特別会計補正予算
（第１号）

平成27年度水道事業会計補正予算（第１号）

松島町教育委員会教育長の任命につき同意を
求めることについて

松島町固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

松島町固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

ウイルス性肝疾患の患者に対する支援の拡充を
求める意見書について

人種差別を扇動するヘイトスピーチに対する法
整備を求める意見書について
    

陳情第１号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議員提案第２号

議員提案第３号    

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

－ 13　0

－ 13　0

－ 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0
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町負担額平成28年度以降の
復興事業にかかる

❶根廻磯崎線道路整備事業（根廻地区）[ 社会資本整備総合交付金 ]

[ 東日本大震災復興交付金 ]

■負担額見込み（3ヶ年：28年度～30年度）33,561千円

❷（仮称）農村地域復興再生基盤総合整備事業（手樽地区）
■負担額見込み（5ヶ年：28年度～32年度）15,750千円

❸下水道施設移設事業（松島地区：国道45号拡幅計画に伴う
　下水道管渠等の移設）
■負担額見込み（1ヶ年：28年度）661千円

　28年度以降の事業費
　国費（60％）
　町負担（40％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実費町費：2.0％　　　　　　　　　　　　　）

1,678,043千円
1,006,825千円
671,218千円
637,657千円
33,561千円

　28年度以降の事業費
　国費（50％）
　県費（29％）
　町負担（21％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実質町費：1.1％　　　　　　　　　　　　　）

1,500,000千円
750,000千円
435,000千円
315,000千円
299,250千円
15,750千円

　28年度以降の事業費
　国費（80％）
　町負担（20％）
（町負担のうち震災特交：95％　　　　　　　　　）
（うち実質町費：1.0％　　　　　　　　　　　　　）

66,028千円
52,822千円
13,206千円
12,545千円
661千円

49,972千
円

平成27年 第2回松島町議会定例会　議案採決結果
全：賛成全員（可決・採択）　多：賛成多数（可決・採択）　否：賛成少数（否決・不採択）
○：賛成　　×：反対　退：退席　欠：欠席　　　　　　　　　　 ※櫻井公一議員は議長のため採決に加わりません

議　　　案　　　名 議決月日
議
案
番
号

採決

結果

反

　
　対

賛
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井
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阿
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夫
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典
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太
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櫻
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赤
間

　幸
夫

澁
谷

　秀
夫

6月12日

6月12日

6月12日

6月12日

6月12日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月15日

6月12日

6月12日

6月12日

6月16日

6月16日
    

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

全

同意
（投票）

同意
（投票）

同意
（投票）

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
充に関する陳情について

松島町町税条例等の一部改正

松島町都市計画税条例の一部改正

松島町国民健康保険税条例の一部改正

松島町介護保険条例の一部改正

暴力団の利益となる公共施設の使用等の制限
に関する条例の一部改正について

松島町町税条例の一部改正について

松島町国民健康保険税条例等の一部改正につ
いて

松島町避難施設等の設置及び管理に関する条
例の一部改正について

指定管理者の指定について（白萩避難所）

和解及び損害賠償の額の決定について

工事請負契約の締結について（松島海岸公園避
難施設整備工事）

工事請負契約の変更について（西行戻しの松公
園防災器具庫等建設工事）

平成27年度松島町一般会計補正予算（第２号）

平成27年度松島町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

平成27年度松島町介護保険特別会計補正予算
（第１号）

平成27年度水道事業会計補正予算（第１号）

松島町教育委員会教育長の任命につき同意を
求めることについて

松島町固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

松島町固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

ウイルス性肝疾患の患者に対する支援の拡充を
求める意見書について

人種差別を扇動するヘイトスピーチに対する法
整備を求める意見書について
    

陳情第１号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議員提案第２号

議員提案第３号    

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

－ 13　0

－ 13　0

－ 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 13　0
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一
般
質
問
の
際
、
パ
ネ
ル

等
資
料
の
持
ち
込
み
は
で
き

な
い
か
な
ど
、
細
部
に
わ
た

っ
て
各
議
員
よ
り
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

◇
一
般
質
問
で
は

一
、
一
般
質
問
に
対
す
る
議

　
事
日
程
は
、
議
案
審
議
終

　
了
後
と
す
る
。

二
、
一
般
質
問
は
、
通
告
制

　
と
す
る
。

三
、
一
括
方
式
・
一
問
一
答

　
方
式
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　
す
る
。

四
、
一
般
質
問
の
制
限
時
間

　
は
答
弁
も
含
め
90
分
間
以

　
内
と
す
る
。

五
、
質
問
で
必
要
と
さ
れ
る

説
明
資
料
の
持
ち
こ
み

は
、
事
前
に
議
長
の
許
可

を
仰
い
で
か
ら
と
す
る
。

◇
総
括
質
疑
で
は

　
総
括
質
疑
は
基
本
的
に
次

の
要
領
で
行
う
こ
と
と
し

た
。

一
、
総
括
質
疑
は
、
予
算
審

　
議
及
び
決
算
認
定
の
一
部

　
を
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
総
括
質
疑
は
通
告
制
を

　
と
ら
な
い
。

三
、
総
括
質
疑
は
一
問
一
答

　
式
で
行
う
。

四
、
総
括
質
疑
に
は
、
制
限

　
時
間
を
設
け
な
い
。

五
、
た
だ
し
、
質
疑
の
回
数

　
及
び
発
言
時
間
に
つ
い
て

　
は
、
議
長
が
認
め
る
と
き

　
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
制
限

　
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の

　
と
す
る
。

◆
平
成
27
年
４
月
23
日（
木
）

開
催
。「
女
川
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
」
の

協
議
を
行
っ
た
。

◇
主
な
意
見

一
、
将
来
に
向
か
っ
て
原
子

　
力
発
電
を
な
く
し
て
、
社

　
会
が
成
り
立
っ
て
い
く
の

　
か
心
配
で
あ
る
。

二
、
経
済
効
率
に
基
づ
い
て

　
原
発
の
再
稼
働
を
す
る
の

　
で
は
な
く
、
人
間
が
生
き

　
て
い
く
中
で
、
命
の
安
全

　
を
守
る
必
要
性
が
あ
る
と

　
考
え
る
べ
き
あ
る
。

三
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

　
に
頼
っ
て
い
い
も
の
か
。

　
太
陽
光
発
電
は
夜
に
発
電

　
し
な
い
。
ま
た
、
化
学
燃

　
料
等
を
使
っ
た
発
電
は
、

　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
問
題
に
よ

　
る
地
球
温
暖
化
な
ど
、
原

　
子
力･

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
ど
ち
ら
に
も
問
題
が
あ

　
る
。

四
、
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
自
然
電

　
力
利
用
に
よ
っ
て
、
電
気

　
料
金
に
跳
ね
返
っ
て
き
て

　
い
る
。
そ
れ
が
一
般
国
民

　
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
に

　
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ソ
ー

　
ラ
ー
が
増
え
る
こ
と
で
、

　
電
気
料
金
は
２
・
３
％
上

　
が
っ
て
い
く
現
状
に
も
な

　
っ
て
い
る
。

◇
共
通
意
見

一
、
原
子
力
発
電
の
安
全
協

　
定
30
㎞
圏
内
ま
で
は
あ
る

　
が
、
風
向
き
等
に
よ
っ
て

　
大
き
く
変
化
す
る
。

二
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
発

　
生
す
る
核
処
理
30
㎞
圏
内

　
か
ら
漏
れ
た
市
町
村
対
応

　
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
諸
問
題
が
山
積
み

　
し
て
い
る
。

◇
今
後
の
進
め
方

　
女
川
原
発
再
稼
働
に
つ
い

て
は
、大
変
難
し
い
問
題
で
あ

る
。今
後
の
委
員
会
活
動
の

中
、講
師
の
先
生
か
ら
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

シリーズ 第５弾第５弾
特別委員会 活動記録特別委員会 活動記録

◇
要
望
書
提
出

　
４
月
22
日
、
宮
城
県
議

会
・
宮
城
県
市
議
会
議
長

会
・
宮
城
県
町
村
議
会
議
長

会
の
三
会
合
同
で
、
復
興

庁
・
国
土
交
通
省
・
内
閣
官

房
長
官
な
ど
多
数
の
方
々
に

対
し
、
「
東
日
本
大
震
災
の

集
中
復
興
期
間
の
延
長
と
特

例
的
な
財
政
支
援
の
継
続
に

つ
い
て
」
の
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

意

見

書

２

件

提

出

意

見

書

２

件

提

出

議
員

提
案

　
我
が
国
に
は
B
型
・
C
型
肝
炎
の
感
染
者
及
び
患
者
が
合
計
で
３
５
０
万
人
以
上

い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
集
団
予
防
接
種
に
お
け
る
注
射
器
の
使
い

回
し
や
輸
血
、
血
液
製
剤
の
投
与
等
の
医
療
行
為
に
よ
る
感
染
が
原
因
と
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
平
成
22
年
１
月
に
感
染
被
害
の
拡
大
を
招
い
た
国
の
責
任
と
肝
炎
患
者
を
救
済
す
る
責
務
を

明
記
し
た
肝
炎
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
肝
炎
対
策
に
係
る
諸
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
は
、
助
成
対
象
が
、
B
型
・
C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
根
治
を
目
的
と
し
た
治
療
等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
患
者
は
相
当
数
に
上
る
。
特
に
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る

を
得
ず
、
生
活
に
困
難
を
来
し
て
い
る
実
情
も
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
は
肝
疾
患
も
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
認
定
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
医
学
上

の
認
定
基
準
が
厳
し
く
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
実
効
性
を
発
揮
し
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
の
実
情
を
踏
ま
え
、
左
記
の
措
置
が
迅
速
に
講
じ
ら
れ
る
よ

う
国
等
に
強
く
要
望
す
る
。

　
１
　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
原
因
で
あ
る
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

　
　
　
設
す
る
こ
と

　
２
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
、
患
者

　
　
　
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
と
す
る
こ
と

　
提
出
先
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣

ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
を
守
れ
！

　
近
年
、
主
に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
標
的
と
し
た
差
別

と
憎
悪
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
デ
モ
が
全
国
各
地
で

行
な
わ
れ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

対
す
る
法
整
備
を
講
じ
る
よ
う
国
等
に
求
め
る
意
見
書

　
２
０
１
４
年
７
月
、
国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
日
本
政

府
に
対
し
、
人
種
や
国
籍
差
別
を
助
長
す
る
街
宣
活
動
の
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に
毅
然
と
対
処
し
、
法
律
で
規
制
す
る
よ
う

勧
告
し
た
。

　
ま
た
、
最
高
裁
判
所
は
12
月
、
京
都
朝
鮮
学
校
周
辺
に
お
け

る
街
宣
活
動
に
対
し
て
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
禁
止
し
た
人
種

差
別
に
当
た
る
と
し
て
賠
償
命
令
を
下
し
た
。

　
人
種
差
別
や
民
族
差
別
的
行
動
の
放
置
は
、
国
際
社
会
に
お

け
る
我
が
国
へ
の
尊
敬
と
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
国
は
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

対
す
る
法
整
備
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
提
出
先
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
法
務
大
臣

人
種
差
別
を
扇
動
さ
せ
る
な
！

《
要
旨
》

《
要
旨
》

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

　澁 

谷 

秀 

夫

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

　阿 

部 

幸 

夫

議
会
に
お
け
る
一
般
質
問

及
び
総
括
質
疑
の
充
実
に

向
け
て
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一
般
質
問
の
際
、
パ
ネ
ル

等
資
料
の
持
ち
込
み
は
で
き

な
い
か
な
ど
、
細
部
に
わ
た

っ
て
各
議
員
よ
り
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

◇
一
般
質
問
で
は

一
、
一
般
質
問
に
対
す
る
議

　
事
日
程
は
、
議
案
審
議
終

　
了
後
と
す
る
。

二
、
一
般
質
問
は
、
通
告
制

　
と
す
る
。

三
、
一
括
方
式
・
一
問
一
答

　
方
式
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　
す
る
。

四
、
一
般
質
問
の
制
限
時
間

　
は
答
弁
も
含
め
90
分
間
以

　
内
と
す
る
。

五
、
質
問
で
必
要
と
さ
れ
る

説
明
資
料
の
持
ち
こ
み

は
、
事
前
に
議
長
の
許
可

を
仰
い
で
か
ら
と
す
る
。

◇
総
括
質
疑
で
は

　
総
括
質
疑
は
基
本
的
に
次

の
要
領
で
行
う
こ
と
と
し

た
。

一
、
総
括
質
疑
は
、
予
算
審

　
議
及
び
決
算
認
定
の
一
部

　
を
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
総
括
質
疑
は
通
告
制
を

　
と
ら
な
い
。

三
、
総
括
質
疑
は
一
問
一
答

　
式
で
行
う
。

四
、
総
括
質
疑
に
は
、
制
限

　
時
間
を
設
け
な
い
。

五
、
た
だ
し
、
質
疑
の
回
数

　
及
び
発
言
時
間
に
つ
い
て

　
は
、
議
長
が
認
め
る
と
き

　
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
制
限

　
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の

　
と
す
る
。

◆
平
成
27
年
４
月
23
日（
木
）

開
催
。「
女
川
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
」
の

協
議
を
行
っ
た
。

◇
主
な
意
見

一
、
将
来
に
向
か
っ
て
原
子

　
力
発
電
を
な
く
し
て
、
社

　
会
が
成
り
立
っ
て
い
く
の

　
か
心
配
で
あ
る
。

二
、
経
済
効
率
に
基
づ
い
て

　
原
発
の
再
稼
働
を
す
る
の

　
で
は
な
く
、
人
間
が
生
き

　
て
い
く
中
で
、
命
の
安
全

　
を
守
る
必
要
性
が
あ
る
と

　
考
え
る
べ
き
あ
る
。

三
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

　
に
頼
っ
て
い
い
も
の
か
。

　
太
陽
光
発
電
は
夜
に
発
電

　
し
な
い
。
ま
た
、
化
学
燃

　
料
等
を
使
っ
た
発
電
は
、

　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
問
題
に
よ

　
る
地
球
温
暖
化
な
ど
、
原

　
子
力･

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
ど
ち
ら
に
も
問
題
が
あ

　
る
。

四
、
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
自
然
電

　
力
利
用
に
よ
っ
て
、
電
気

　
料
金
に
跳
ね
返
っ
て
き
て

　
い
る
。
そ
れ
が
一
般
国
民

　
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
に

　
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ソ
ー

　
ラ
ー
が
増
え
る
こ
と
で
、

　
電
気
料
金
は
２
・
３
％
上

　
が
っ
て
い
く
現
状
に
も
な

　
っ
て
い
る
。

◇
共
通
意
見

一
、
原
子
力
発
電
の
安
全
協

　
定
30
㎞
圏
内
ま
で
は
あ
る

　
が
、
風
向
き
等
に
よ
っ
て

　
大
き
く
変
化
す
る
。

二
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
発

　
生
す
る
核
処
理
30
㎞
圏
内

　
か
ら
漏
れ
た
市
町
村
対
応

　
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
諸
問
題
が
山
積
み

　
し
て
い
る
。

◇
今
後
の
進
め
方

　
女
川
原
発
再
稼
働
に
つ
い

て
は
、大
変
難
し
い
問
題
で
あ

る
。今
後
の
委
員
会
活
動
の

中
、講
師
の
先
生
か
ら
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

シリーズ 第５弾第５弾
特別委員会 活動記録特別委員会 活動記録

◇
要
望
書
提
出

　
４
月
22
日
、
宮
城
県
議

会
・
宮
城
県
市
議
会
議
長

会
・
宮
城
県
町
村
議
会
議
長

会
の
三
会
合
同
で
、
復
興

庁
・
国
土
交
通
省
・
内
閣
官

房
長
官
な
ど
多
数
の
方
々
に

対
し
、
「
東
日
本
大
震
災
の

集
中
復
興
期
間
の
延
長
と
特

例
的
な
財
政
支
援
の
継
続
に

つ
い
て
」
の
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

意

見

書

２

件

提

出

意

見

書

２

件

提

出

議
員

提
案

　
我
が
国
に
は
B
型
・
C
型
肝
炎
の
感
染
者
及
び
患
者
が
合
計
で
３
５
０
万
人
以
上

い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
集
団
予
防
接
種
に
お
け
る
注
射
器
の
使
い

回
し
や
輸
血
、
血
液
製
剤
の
投
与
等
の
医
療
行
為
に
よ
る
感
染
が
原
因
と
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
平
成
22
年
１
月
に
感
染
被
害
の
拡
大
を
招
い
た
国
の
責
任
と
肝
炎
患
者
を
救
済
す
る
責
務
を

明
記
し
た
肝
炎
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
肝
炎
対
策
に
係
る
諸
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
は
、
助
成
対
象
が
、
B
型
・
C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
根
治
を
目
的
と
し
た
治
療
等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
患
者
は
相
当
数
に
上
る
。
特
に
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る

を
得
ず
、
生
活
に
困
難
を
来
し
て
い
る
実
情
も
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
は
肝
疾
患
も
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
認
定
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
医
学
上

の
認
定
基
準
が
厳
し
く
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
実
効
性
を
発
揮
し
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
の
実
情
を
踏
ま
え
、
左
記
の
措
置
が
迅
速
に
講
じ
ら
れ
る
よ

う
国
等
に
強
く
要
望
す
る
。

　
１
　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
原
因
で
あ
る
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

　
　
　
設
す
る
こ
と

　
２
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
、
患
者

　
　
　
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
と
す
る
こ
と

　
提
出
先
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣

ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
の
患
者
を
守
れ
！

　
近
年
、
主
に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
標
的
と
し
た
差
別

と
憎
悪
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
デ
モ
が
全
国
各
地
で

行
な
わ
れ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

対
す
る
法
整
備
を
講
じ
る
よ
う
国
等
に
求
め
る
意
見
書

　
２
０
１
４
年
７
月
、
国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
日
本
政

府
に
対
し
、
人
種
や
国
籍
差
別
を
助
長
す
る
街
宣
活
動
の
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に
毅
然
と
対
処
し
、
法
律
で
規
制
す
る
よ
う

勧
告
し
た
。

　
ま
た
、
最
高
裁
判
所
は
12
月
、
京
都
朝
鮮
学
校
周
辺
に
お
け

る
街
宣
活
動
に
対
し
て
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
禁
止
し
た
人
種

差
別
に
当
た
る
と
し
て
賠
償
命
令
を
下
し
た
。

　
人
種
差
別
や
民
族
差
別
的
行
動
の
放
置
は
、
国
際
社
会
に
お

け
る
我
が
国
へ
の
尊
敬
と
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
国
は
人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に

対
す
る
法
整
備
を
速
や
か
に
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
提
出
先
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
法
務
大
臣

人
種
差
別
を
扇
動
さ
せ
る
な
！

《
要
旨
》

《
要
旨
》

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

　澁 

谷 

秀 

夫

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

　阿 

部 

幸 

夫

議
会
に
お
け
る
一
般
質
問

及
び
総
括
質
疑
の
充
実
に

向
け
て
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 答えてネ！

問  

こ
の
１
期
４
年
間
の
町

政
運
営
に
対
す
る
自
か
ら
の

評
価
は
。

町
長

　何
よ
り
も
、
震
災
被

害
対
応
、
そ
し
て
被
災
者
対

応
に
、
１
年
半
ぐ
ら
い
は
頑

張
っ
て
き
た
。

　震
災
を
除
い
て
は
、
各
地

区
の
要
望
を
道
路
や
街
灯

（
防
犯
灯
）
等
の
整
備
を
中

心
に
、
極
力
、
１
０
０
％
に

近
付
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
き
た
。
今
一
番
頭
の
中
に

あ
る
の
は
、
児
童
館
な
ど
の

教
育
施
設
や
子
育
て
施
設
の

整
備
に
力
を
入
れ
た
取
組
み

が
成
果
と
な
っ
て
お
り
、
及

第
点
は
い
た
だ
け
る
の
で

は
。

問
　
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
、
町
長
自
ら
が
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
政

治
姿
勢
は
。

町
長

　行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い

う
話
は
、
な
か
な
か
難
し
い

が
、
継
続
す
る
ま
ち
、
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く

て
、
や
は
り
人
口
が
少
な
け

れ
ば
少
な
い
な
り
に
、
そ
し

て
少
子
高
齢
化
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
そ
の
条
件
の
中
で

松
島
が
日
本
の
町
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
も
存
続
し
て
い

く
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

お
題
目
だ
け
で
は
な
く
て
、

具
体
的
な
手
法
を
提
示
し

て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い

く
、
こ
れ
が
大
事
な
こ
と
。

問
　
町
長
と
し
て
、
や
り
遂

げ
た
い
行
政
施
策
は
。

町
長

　震
災
復
興
も
含
ん
で

今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し

た
新
し
い
継
続
す
る
ま
ち
づ

く
り
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ

と
、単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
た

け
で
な
く
、例
え
ば
、放
射
光

施
設
の
誘
致
に
、結
果
を
出

し
て
い
き
た
い
。そ
の
イ
ン
フ

ラ
を
生
か
し
た
活
発
な
産
業

活
動
、農
業
と
か
商
工
業
、水

産
業
に
な
る
が
、人
の
動
き
が

盛
り
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な

や
り
方
に
つ
い
て
は
、今
後
の

課
題
で
あ
り
、今
後
必
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問

　今
、
胸
中
を
去
来
す
る

も
の
と
新
た
な
決
意
の
程
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

　体
調
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
町
民
の
た
め
、
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
く
ぞ

と
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
で
あ

る
。
ど
う
い
う
方
向
に
頑
張

っ
て
い
く
か
は
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
答
弁
で
、
ご
勘

弁
い
た
だ
き
た
い
。

今後の町政運営と政治姿勢について

答

問

赤 間 幸 夫 議員
あか ま ゆき お

「町民・町」のために頑張っていくぞという
ふうな気持ち

新 生クラブ

　 　日本共産党

　 　

公 明 党

　 　町 民 クラブ

櫻 井 　 靖

片 山 正 弘

小 幡 公 雄

髙 橋 利 典

髙 橋 幸 彦

　今 野 　 章

　 　

後 藤 良 郎

　太 齋 雅 一

髙 橋 幸 彦
澁 谷 秀 夫
赤 間 幸 夫
菅 野 良 雄
阿 部 幸 夫

　 　 　
今 野 　 章

　 　 　

後 藤 良 郎

太 齋 雅 一
色 川 晴 夫

会派（議員）名 代表者名 所属議員名 交　付　額 支　　　出 残額（返還額）
420,000円

　　
84,000円

84,000円

168,000円

756,000円

84,000円

84,000円

84,000円

84,000円

336,000円

1,092,000円

263,971円

　　
37,587円

45,497円

18,000円

365,055円
365,055円
114,030円

84,980円

9,000円

85,160円

293,170円
261,000円
658,225円
626,055円

156,029円

　
46,413円

38,503円

150,000円

390,945円

△ 30,030円

△ 980円

75,000円

△ 1,160円

75,000円

465,945円

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×5名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×２名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

研　修　費
資料購入費

189,409円
74,562円

資料購入費
事　務　費

29,520円
8,067円

研　修　費
資料購入費

75,980円
9,000円

研　修　費
資料購入費

76,160円
9,000円

資料購入費 9,000円

研　修　費
資料購入費
事　務　費

38,337円
3,024円
4,136円

資料購入費 18,000円

研　修　費 114,030円

○研修先：市町村職員中央研修所
○調査内容：市町村議会議員特別セミナー

○研修先：市町村職員中央研修所
○調査内容：市町村議会議員特別セミナー

①○研修先：市町村職員中央研修所
　○調査内容：市町村議会議員特別セミナー
②○研修先：日本青年館ホテル
　○調査内容：清渓セミナー
    「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

○研修先：日本青年館ホテル
○調査内容：清渓セミナー
 「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

○研修先：日本青年館ホテル
○調査内容：清渓セミナー
 「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

（返還金0円）

（返還金0円）

（返還金0円）

政務活動費（会派分）小計

政務活動費（議員分）小計

合　　　　　計

※『櫻井　靖』議員・『片山正弘』議員・『髙橋利典』議員の残額（返還額）については、交付額よりも支出額が多いため交付額により算出

支　出　額

交付額相当分

支　出　額

交付額相当分

支　出　額

交付額相当分
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 答えてネ！

問  

こ
の
１
期
４
年
間
の
町

政
運
営
に
対
す
る
自
か
ら
の

評
価
は
。

町
長

　何
よ
り
も
、
震
災
被

害
対
応
、
そ
し
て
被
災
者
対

応
に
、
１
年
半
ぐ
ら
い
は
頑

張
っ
て
き
た
。

　震
災
を
除
い
て
は
、
各
地

区
の
要
望
を
道
路
や
街
灯

（
防
犯
灯
）
等
の
整
備
を
中

心
に
、
極
力
、
１
０
０
％
に

近
付
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
き
た
。
今
一
番
頭
の
中
に

あ
る
の
は
、
児
童
館
な
ど
の

教
育
施
設
や
子
育
て
施
設
の

整
備
に
力
を
入
れ
た
取
組
み

が
成
果
と
な
っ
て
お
り
、
及

第
点
は
い
た
だ
け
る
の
で

は
。

問
　
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
、
町
長
自
ら
が
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
政

治
姿
勢
は
。

町
長

　行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い

う
話
は
、
な
か
な
か
難
し
い

が
、
継
続
す
る
ま
ち
、
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く

て
、
や
は
り
人
口
が
少
な
け

れ
ば
少
な
い
な
り
に
、
そ
し

て
少
子
高
齢
化
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
そ
の
条
件
の
中
で

松
島
が
日
本
の
町
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
も
存
続
し
て
い

く
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

お
題
目
だ
け
で
は
な
く
て
、

具
体
的
な
手
法
を
提
示
し

て
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い

く
、
こ
れ
が
大
事
な
こ
と
。

問
　
町
長
と
し
て
、
や
り
遂

げ
た
い
行
政
施
策
は
。

町
長

　震
災
復
興
も
含
ん
で

今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し

た
新
し
い
継
続
す
る
ま
ち
づ

く
り
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ

と
、単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
た

け
で
な
く
、例
え
ば
、放
射
光

施
設
の
誘
致
に
、結
果
を
出

し
て
い
き
た
い
。そ
の
イ
ン
フ

ラ
を
生
か
し
た
活
発
な
産
業

活
動
、農
業
と
か
商
工
業
、水

産
業
に
な
る
が
、人
の
動
き
が

盛
り
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な

や
り
方
に
つ
い
て
は
、今
後
の

課
題
で
あ
り
、今
後
必
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問

　今
、
胸
中
を
去
来
す
る

も
の
と
新
た
な
決
意
の
程
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

　体
調
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
町
民
の
た
め
、
町

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
く
ぞ

と
い
う
ふ
う
な
気
持
ち
で
あ

る
。
ど
う
い
う
方
向
に
頑
張

っ
て
い
く
か
は
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
答
弁
で
、
ご
勘

弁
い
た
だ
き
た
い
。

今後の町政運営と政治姿勢について

答

問

赤 間 幸 夫 議員
あか ま ゆき お

「町民・町」のために頑張っていくぞという
ふうな気持ち

新 生クラブ

　 　日本共産党

　 　

公 明 党

　 　町 民 クラブ

櫻 井 　 靖

片 山 正 弘

小 幡 公 雄

髙 橋 利 典

髙 橋 幸 彦

　今 野 　 章

　 　

後 藤 良 郎

　太 齋 雅 一

髙 橋 幸 彦
澁 谷 秀 夫
赤 間 幸 夫
菅 野 良 雄
阿 部 幸 夫

　 　 　
今 野 　 章

　 　 　

後 藤 良 郎

太 齋 雅 一
色 川 晴 夫

会派（議員）名 代表者名 所属議員名 交　付　額 支　　　出 残額（返還額）
420,000円

　　
84,000円

84,000円

168,000円

756,000円

84,000円

84,000円

84,000円

84,000円

336,000円

1,092,000円

263,971円

　　
37,587円

45,497円

18,000円

365,055円
365,055円
114,030円

84,980円

9,000円

85,160円

293,170円
261,000円
658,225円
626,055円

156,029円

　
46,413円

38,503円

150,000円

390,945円

△ 30,030円

△ 980円

75,000円

△ 1,160円

75,000円

465,945円

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×5名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×２名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

 4月～3月
 7,000円×12ヶ月×１名

研　修　費
資料購入費

189,409円
74,562円

資料購入費
事　務　費

29,520円
8,067円

研　修　費
資料購入費

75,980円
9,000円

研　修　費
資料購入費

76,160円
9,000円

資料購入費 9,000円

研　修　費
資料購入費
事　務　費

38,337円
3,024円
4,136円

資料購入費 18,000円

研　修　費 114,030円

○研修先：市町村職員中央研修所
○調査内容：市町村議会議員特別セミナー

○研修先：市町村職員中央研修所
○調査内容：市町村議会議員特別セミナー

①○研修先：市町村職員中央研修所
　○調査内容：市町村議会議員特別セミナー
②○研修先：日本青年館ホテル
　○調査内容：清渓セミナー
    「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

○研修先：日本青年館ホテル
○調査内容：清渓セミナー
 「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

○研修先：日本青年館ホテル
○調査内容：清渓セミナー
 「住民主体の地方自治を進める議会・議員セミナー」 

（返還金0円）

（返還金0円）

（返還金0円）

政務活動費（会派分）小計

政務活動費（議員分）小計

合　　　　　計

※『櫻井　靖』議員・『片山正弘』議員・『髙橋利典』議員の残額（返還額）については、交付額よりも支出額が多いため交付額により算出

支　出　額

交付額相当分

支　出　額

交付額相当分

支　出　額

交付額相当分
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問

　会
議
室
や
音
楽
室
と
い

っ
た
目
的
が
設
定
さ
れ
て
い

る
部
屋
で
は
な
く
、
出
入
り

が
自
由
で
、
小
規
模
な
サ
ー

ク
ル
の
作
業
や
ち
ょ
っ
と
し

た
打
ち
合
わ
せ
、
お
し
ゃ
べ

り
や
飲
食
が
出
来
る
ス
ペ
ー

ス
は
出
来
な
い
か
。
男
性
の

退
職
さ
れ
た
方
の
居
場
所
、

仲
間
作
り
の
場
所
を
設
置
で

き
な
い
か
。

副
町
長

　気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
施
設
と
い
う
の
は
必
要

だ
。
今
度
オ
ー
プ
ン
す
る
Ｊ

Ａ
の
上
部
の
ス
ペ
ー
ス（
高

城
避
難
所
）の
一
部
が
ど
う
か

と
思
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
上

部
を
ど
う
活
用
す
る
か
話
し

合
っ
て
き
た
。
職
員
が
ず
っ

と
い
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
お
茶
と
か
ポ
ッ
ト
を
置

い
て
、
堅
苦
し
く
な
く
、
オ

ー
プ
ン
に
保
健
師
さ
ん
や
栄

養
士
さ
ん
が
た
ま
に
来
て
相

談
で
き
る
場
と
い
う
の
も
含

め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　他
の
避
難
所
等
に
つ
い
て

も
フ
ル
稼
働
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　確
か
に
男
性
が
外
に
な
か

な
か
出
て
来
な
い
と
い
う
の
は

感
じ
て
い
る
。居
場
所
は
家
庭

の
中
が
一
番
と
考
え
る
が
、プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
補
完
的
な
も

の
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　改
正
道
路
交
通
法
が
施

行
さ
れ
た
。
自
転
車
通
学
を

し
て
い
る
子
供
た
ち
に
対
し

て
、
学
校
は
乗
り
方
講
習
、

自
転
車
の
整
備
不
良
点
検
を

し
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　自
転
車
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
張
り
紙
を
掲

示
し
た
り
、
注
意
事
項
を
保

護
者
宛
に
プ
リ
ン
ト
で
配
布

し
て
い
る
。
今
後
も
交
通
安

全
の
啓
蒙
・
教
育
に
努
め
て

い
く
。

問

　私
が
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
街
頭
指
導
し
て
い
る
と

き
、
無
灯
火
で
帰
宅
す
る
子

供
た
ち
が
い
て
注
意
す
る

が
、
学
校
と
し
て
も
安
全
に

帰
宅
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
課
長

　ご
報
告
を
真
摯

に
受
け
と
め
指
導
し
て
い

く
。

問

　松
島
は
自
転
車
が
走
り

に
く
い
道
路
が
多
い
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
自
転
車
が
安

全
に
走
れ
る
道
路
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

町
長

　理
想
的
に
は
自
転
車

専
用
の
走
行
レ
ー
ン
を
確
保

し
て
い
き
た
い
が
、
道
幅
の

問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
難

し
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
考
え
て
い
く
。

　今
回
、
松
島
海
岸
か
ら
松

島
駅
ま
で
の
部
分
で
歩
道
を

整
備
し
て
い
る
。
そ
の
部
分

に
つ
い
て
は
自
転
車
で
も
安

全
走
行
で
き
る
よ
う
地
域
と

協
議
し
て
い
く
。

高城避難所（JA 新店舗上部）

家庭ごみの収集

問

　宮
城
東
部
衛
生
の
ご
み

焼
却
炉
・
埋
立
て
処
分
場
は

今
後
10
年
程
度
の
寿
命
。
延

命
を
考
え
て
い
る
が
、
地
球

環
境
へ
の
負
荷
低
減
へ
、
ゴ

ミ
を
燃
や
し
続
け
る
の
で
は

な
く
、
減
量
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
間
の
減
量
の

取
組
と
そ
の
総
括
を
伺
う
。

町
長

　ご
み
減
量
化
に
継
続

的
に
取
組
ん
だ
が
、
大
き
く

減
っ
て
い
る
状
況
に
は
な

い
。

問

　ご
み
処
理
計
画
で
は
、

一
人
当
た
り
排
出
量
９
３
０

グ
ラ
ム
が
目
標
だ
が
達
成
し

て
い
な
い
。
「
燃
や
さ
な

い
。
埋
め
な
い
」
を
理
念

に
、
生
ご
み
等
の
減
量
へ
分

別
方
法
、
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

　

町
長

　ご
み
問
題
は
人
間
社

会
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

事
務
組
合
の
副
管
理
者
と
し

て
今
の
お
話
を
問
題
提
起

し
、
内
部
議
論
を
深
め
た

い
。

　

問

　家
庭
ご
み
と
共
に
事
業

系
ご
み
の
減
量
も
重
要
で
あ

り
、
役
場
自
体
が
そ
の
実
践

を
示
し
啓
蒙
す
べ
き
で
は
。

町
長
　ご
み
の
分
別
、リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
認
識
を
改
に

し
、一つ
一つ
進
め
た
い
。

問

　指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
建
設
地
３
ヶ
所
は
地
滑

り
地
帯
で
あ
り
、
事
故
が
発

生
す
れ
ば
本
町
の
水
源
が
汚

染
さ
れ
る
。
振
り
出
し
に
戻

す
べ
き
と
思
う
が
、
３
候
補

地
に
決
ま
っ
た
経
緯
は
。

　

町
長

　国
か
ら
放
射
性
廃
棄

物
は
各
県
で
処
分
の
方
針
が

出
さ
れ
、
知
事
が
各
首
長
を

招
集
。
国
の
選
定
候
補
地
か

ら
最
終
的
に
３
つ
に
絞
っ

た
。
押
し
つ
け
は
な
く
、
合

理
的
根
拠
に
基
く
も
の
で
あ

る
。

問

　県
の
受
入
れ
に
仕
方
な

い
と
い
う
認
識
で
、
原
因
者

責
任
も
明
確
に
せ
ず
進
ん
で

い
る
こ
と
が
問
題
で
は
。

町
長

　東
京
電
力
の
原
発
も

考
え
ら
れ
る
が
、
福
島
県
民

の
立
場
も
踏
ま
え
、
や
む
を

得
な
い
と
の
結
論
に
達
し

た
。

問

　５
月
29
日
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
環
境
省
の
委
嘱
委
員
か

ら
「
県
の
計
画
は
考
え
直
し

た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
声

が
出
た
。
首
長
会
議
も
議
論

を
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　処
分
場
を
決
め
る
の

は
国
で
あ
り
、
知
事
の
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
法
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
理
解
で
き

る
。

自
転
車
に
安
全
に
楽
し
く
乗
る

た
め
に

自
転
車
も
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
れ
ば
相
当

危
な
い
道
具
に
な
る
と
思
っ
て
い
る

答 問
最
終
処
分
場
建
設
反
対
に
連
帯
を
　

福
島
の
立
場
も
踏
ま
え
や
む
を
得
な
い

答 問

オープンスペースの設置を

答

問
JAの上部を自由に使え、お茶の飲める
スペースに

ごみ焼却炉改修はごみ減量を
見据えて

答

問

問題提起し、内部議論を深める

櫻 井 　 靖 議員
さくら い やすし

一 般 質 問 ここが聞きたい！ 町政Q&A

今 野 　 章 議員
こん の あきら
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問

　会
議
室
や
音
楽
室
と
い

っ
た
目
的
が
設
定
さ
れ
て
い

る
部
屋
で
は
な
く
、
出
入
り

が
自
由
で
、
小
規
模
な
サ
ー

ク
ル
の
作
業
や
ち
ょ
っ
と
し

た
打
ち
合
わ
せ
、
お
し
ゃ
べ

り
や
飲
食
が
出
来
る
ス
ペ
ー

ス
は
出
来
な
い
か
。
男
性
の

退
職
さ
れ
た
方
の
居
場
所
、

仲
間
作
り
の
場
所
を
設
置
で

き
な
い
か
。

副
町
長

　気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
施
設
と
い
う
の
は
必
要

だ
。
今
度
オ
ー
プ
ン
す
る
Ｊ

Ａ
の
上
部
の
ス
ペ
ー
ス（
高

城
避
難
所
）の
一
部
が
ど
う
か

と
思
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
の
上

部
を
ど
う
活
用
す
る
か
話
し

合
っ
て
き
た
。
職
員
が
ず
っ

と
い
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
お
茶
と
か
ポ
ッ
ト
を
置

い
て
、
堅
苦
し
く
な
く
、
オ

ー
プ
ン
に
保
健
師
さ
ん
や
栄

養
士
さ
ん
が
た
ま
に
来
て
相

談
で
き
る
場
と
い
う
の
も
含

め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　他
の
避
難
所
等
に
つ
い
て

も
フ
ル
稼
働
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
考
え
て
い
き
た
い
。

　確
か
に
男
性
が
外
に
な
か

な
か
出
て
来
な
い
と
い
う
の
は

感
じ
て
い
る
。居
場
所
は
家
庭

の
中
が
一
番
と
考
え
る
が
、プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
補
完
的
な
も

の
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　改
正
道
路
交
通
法
が
施

行
さ
れ
た
。
自
転
車
通
学
を

し
て
い
る
子
供
た
ち
に
対
し

て
、
学
校
は
乗
り
方
講
習
、

自
転
車
の
整
備
不
良
点
検
を

し
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長

　自
転
車
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
張
り
紙
を
掲

示
し
た
り
、
注
意
事
項
を
保

護
者
宛
に
プ
リ
ン
ト
で
配
布

し
て
い
る
。
今
後
も
交
通
安

全
の
啓
蒙
・
教
育
に
努
め
て

い
く
。

問

　私
が
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
街
頭
指
導
し
て
い
る
と

き
、
無
灯
火
で
帰
宅
す
る
子

供
た
ち
が
い
て
注
意
す
る

が
、
学
校
と
し
て
も
安
全
に

帰
宅
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

教
育
課
長

　ご
報
告
を
真
摯

に
受
け
と
め
指
導
し
て
い

く
。

問

　松
島
は
自
転
車
が
走
り

に
く
い
道
路
が
多
い
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
自
転
車
が
安

全
に
走
れ
る
道
路
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

町
長

　理
想
的
に
は
自
転
車

専
用
の
走
行
レ
ー
ン
を
確
保

し
て
い
き
た
い
が
、
道
幅
の

問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
難

し
い
。
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
考
え
て
い
く
。

　今
回
、
松
島
海
岸
か
ら
松

島
駅
ま
で
の
部
分
で
歩
道
を

整
備
し
て
い
る
。
そ
の
部
分

に
つ
い
て
は
自
転
車
で
も
安

全
走
行
で
き
る
よ
う
地
域
と

協
議
し
て
い
く
。

高城避難所（JA 新店舗上部）

家庭ごみの収集

問

　宮
城
東
部
衛
生
の
ご
み

焼
却
炉
・
埋
立
て
処
分
場
は

今
後
10
年
程
度
の
寿
命
。
延

命
を
考
え
て
い
る
が
、
地
球

環
境
へ
の
負
荷
低
減
へ
、
ゴ

ミ
を
燃
や
し
続
け
る
の
で
は

な
く
、
減
量
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
間
の
減
量
の

取
組
と
そ
の
総
括
を
伺
う
。

町
長

　ご
み
減
量
化
に
継
続

的
に
取
組
ん
だ
が
、
大
き
く

減
っ
て
い
る
状
況
に
は
な

い
。

問

　ご
み
処
理
計
画
で
は
、

一
人
当
た
り
排
出
量
９
３
０

グ
ラ
ム
が
目
標
だ
が
達
成
し

て
い
な
い
。
「
燃
や
さ
な

い
。
埋
め
な
い
」
を
理
念

に
、
生
ご
み
等
の
減
量
へ
分

別
方
法
、
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

　

町
長

　ご
み
問
題
は
人
間
社

会
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

事
務
組
合
の
副
管
理
者
と
し

て
今
の
お
話
を
問
題
提
起

し
、
内
部
議
論
を
深
め
た

い
。

　

問

　家
庭
ご
み
と
共
に
事
業

系
ご
み
の
減
量
も
重
要
で
あ

り
、
役
場
自
体
が
そ
の
実
践

を
示
し
啓
蒙
す
べ
き
で
は
。

町
長
　ご
み
の
分
別
、リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
認
識
を
改
に

し
、一つ
一つ
進
め
た
い
。

問

　指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
建
設
地
３
ヶ
所
は
地
滑

り
地
帯
で
あ
り
、
事
故
が
発

生
す
れ
ば
本
町
の
水
源
が
汚

染
さ
れ
る
。
振
り
出
し
に
戻

す
べ
き
と
思
う
が
、
３
候
補

地
に
決
ま
っ
た
経
緯
は
。

　

町
長

　国
か
ら
放
射
性
廃
棄

物
は
各
県
で
処
分
の
方
針
が

出
さ
れ
、
知
事
が
各
首
長
を

招
集
。
国
の
選
定
候
補
地
か

ら
最
終
的
に
３
つ
に
絞
っ

た
。
押
し
つ
け
は
な
く
、
合

理
的
根
拠
に
基
く
も
の
で
あ

る
。

問

　県
の
受
入
れ
に
仕
方
な

い
と
い
う
認
識
で
、
原
因
者

責
任
も
明
確
に
せ
ず
進
ん
で

い
る
こ
と
が
問
題
で
は
。

町
長

　東
京
電
力
の
原
発
も

考
え
ら
れ
る
が
、
福
島
県
民

の
立
場
も
踏
ま
え
、
や
む
を

得
な
い
と
の
結
論
に
達
し

た
。

問

　５
月
29
日
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
環
境
省
の
委
嘱
委
員
か

ら
「
県
の
計
画
は
考
え
直
し

た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
声

が
出
た
。
首
長
会
議
も
議
論

を
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　処
分
場
を
決
め
る
の

は
国
で
あ
り
、
知
事
の
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
法
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
理
解
で
き

る
。

自
転
車
に
安
全
に
楽
し
く
乗
る

た
め
に

自
転
車
も
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
れ
ば
相
当

危
な
い
道
具
に
な
る
と
思
っ
て
い
る

答 問
最
終
処
分
場
建
設
反
対
に
連
帯
を
　

福
島
の
立
場
も
踏
ま
え
や
む
を
得
な
い

答 問

オープンスペースの設置を

答

問
JAの上部を自由に使え、お茶の飲める
スペースに

ごみ焼却炉改修はごみ減量を
見据えて

答

問

問題提起し、内部議論を深める

櫻 井 　 靖 議員
さくら い やすし

一 般 質 問 ここが聞きたい！ 町政Q&A

今 野 　 章 議員
こん の あきら
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問

　空
き
家
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
け
る
実
態
は
把
握

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

　ど
こ
の
自
治
体
で
も

決
定
打
的
な
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
と
い
う
印
象
で
あ

る
。　国

の
制
度
、
税
制
、
法
律

な
ど
も
絡
む
の
で
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
と
町
政
を
と
り

な
が
ら
、
こ
こ
30
年
以
内
ぐ

ら
い
で
有
効
な
手
だ
て
を
見

つ
け
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

企
画
調
整
課
長

　本
町
の
空

き
家
軒
数
は
、
昨
年
に
12
月

末
ま
で
行
政
委
員
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
職
員
の
調
査
の
結

果
、
少
な
く
と
も
１
２
８
軒

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　宮
城
県
の
空
き
家
率
が

９
・
４
％
に
対
し
、
３
・
２

％
と
低
い
。

　対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の

２
月
に
町
内
や
周
辺
市
町
の

不
動
産
業
者
に
対
し
、
空
き

家
情
報
の
提
供
を
文
書
で
呼

び
か
け
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
『
空
き
家
バ
ン
ク
』

で
順
次
内
容
を
更
新
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
広
報
ま
つ

し
ま
」
３
月
号
で
町
民
に
も

情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い

る
。

問

　生
活
保
護
世
帯
が
１
２

５
世
帯
と
聞
く
。
住
生
活
環

境
は
保
持
さ
れ
て
い
る
か
。

　
町
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望

者
の
推
移
と
、
耐
用
年
数
か

ら
見
て
現
況
は
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

建
設
課
長

　町
営
住
宅
入
居

は
、
空
き
家
が
出
た
場
合
に

抽
選
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
震
災
後
は
２

回
。　平

成
24
年
９
月
、
高
城
の

１
号
棟
で
５
世
帯
、
25
年
７

月
、
高
城
３
号
棟
の
１
室
の

抽
選
会
で
は
、
12
世
帯
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
う
ち
生
活

保
護
世
帯
は
１
世
帯
で
あ

る
。　住

ま
い
の
環
境
は
、
現
状

ど
お
り
と
し
て
お
り
、
最
低

基
準
は
保
た
れ
て
い
る
。

問

　耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
町

営
住
宅
は
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

副
町
長

　平
成
25
年
に
管
理

の
現
況
調
査
を
し
て
い
る
。

　幡
谷
、
上
初
原
、
愛
宕
と

い
っ
た
木
造
の
と
こ
ろ
は
、

払
い
下
げ
や
愛
宕
な
ど
は
用

途
変
更
に
す
る
と
か
考
え
て

い
く
。

建
設
課
長

　上
初
原
住
宅
な

ど
木
造
住
宅
の
耐
用
年
数
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ

取
り
壊
す
と
考
え
て
い
る
。

回りが心配する空き家

問

　こ
こ
３
年
間
の
宮
城
県

や
塩
竈
警
察
署
管
内
ま
た
は

松
島
町
内
の
被
害
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長

　県
の
被
害

件
数
は
24
年
か
ら
26
年
の
３

年
間
の
合
計
で
、
件
数
が
４

３
２
件
、
被
害
額
が
10
億
４

７
４
２
万
円
で
あ
る
。
塩
竈

警
察
署
管
内
は
、
24
件
、
５

８
３
８
万
円
。
町
内
で
は
、

３
件
、
１
５
５
０
万
円
で
あ

る
。

問

　町
民
に
対
す
る
被
害
防

止
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

副
町
長

　老
人
ク
ラ
ブ
の
会

合
に
弁
護
士
及
び
関
係
機
関

の
方
が
来
て
講
演
を
行
っ
て

い
る
。

問

　各
家
庭
の
固
定
電
話
の

受
話
器
に
目
立
つ
よ
う
に
、

例
え
ば
「
ち
ょ
っ
と
待
っ

た
」
な
ど
と
書
い
た
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
こ
と
で
、
考
え
直
す
き
っ

か
け
づ
く
り
に
な
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

副
町
長

　啓
発
も
含
め
て
、

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
。

問

　平
成
27
年
度
、
本
町
の

小
・
中
学
校
の
新
入
学
者
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

　一
小
が
53
名
、
二
小

が
30
名
、
五
小
が
13
名
。
小

学
校
全
体
で
96
名
。
中
学
校

は
92
名
。
小
・
中
学
校
合
わ

せ
て
１
８
８
名
で
あ
る
。

問

　未
来
を
担
う
子
ど
も
達

が
い
き
い
き
と
健
や
か
に
成

長
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
が

安
心
と
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
新
入
生
に
お

け
る
運
動
着
の
費
用
は
ど
れ

位
か
。

教
育
課
長

　今
年
度
の
児
童

生
徒
の
合
計
で
、
約
２
６
５

万
円
で
あ
る
。

問

　保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
新
入
生
に
運

動
着
を
無
料
で
支
給
す
る

「
小
・
中
学
校
入
学
支
援
事

業
」
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

副
町
長

　来
年
度
予
算
の
中

で
優
先
的
に
検
討
し
た
い
。

町
営
住
宅
の
現
況
は

耐
用
年
数
の
す
ぎ
た
と
こ
ろ
は

払
い
下
げ
や
一
部
用
途
変
更
も

答 問
小
・
中
学
校
入
学
支
援
事
業

に
つ
い
て

運
動
着
の
無
料
支
給
を
来
年
度
予
算
の

中
で
検
討
し
た
い
。

答 問

空き家の実態と対策は特殊詐欺について

答

問
ここ30年以内に有効な手だてを
見つける答

問

啓発も含め対策を進めていく

一 般 質 問 ここが聞きたい！ 町政Q&A

小 幡 公 雄 議員
お ばた きみ お

後 藤 良 郎 議員
ご とう よし ろう

詐欺を未然に防ぐために
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問

　空
き
家
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
け
る
実
態
は
把
握

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

　ど
こ
の
自
治
体
で
も

決
定
打
的
な
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
と
い
う
印
象
で
あ

る
。　国

の
制
度
、
税
制
、
法
律

な
ど
も
絡
む
の
で
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
と
町
政
を
と
り

な
が
ら
、
こ
こ
30
年
以
内
ぐ

ら
い
で
有
効
な
手
だ
て
を
見

つ
け
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

企
画
調
整
課
長

　本
町
の
空

き
家
軒
数
は
、
昨
年
に
12
月

末
ま
で
行
政
委
員
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
職
員
の
調
査
の
結

果
、
少
な
く
と
も
１
２
８
軒

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　宮
城
県
の
空
き
家
率
が

９
・
４
％
に
対
し
、
３
・
２

％
と
低
い
。

　対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の

２
月
に
町
内
や
周
辺
市
町
の

不
動
産
業
者
に
対
し
、
空
き

家
情
報
の
提
供
を
文
書
で
呼

び
か
け
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
『
空
き
家
バ
ン
ク
』

で
順
次
内
容
を
更
新
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
広
報
ま
つ

し
ま
」
３
月
号
で
町
民
に
も

情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い

る
。

問

　生
活
保
護
世
帯
が
１
２

５
世
帯
と
聞
く
。
住
生
活
環

境
は
保
持
さ
れ
て
い
る
か
。

　
町
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望

者
の
推
移
と
、
耐
用
年
数
か

ら
見
て
現
況
は
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

建
設
課
長

　町
営
住
宅
入
居

は
、
空
き
家
が
出
た
場
合
に

抽
選
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
震
災
後
は
２

回
。　平

成
24
年
９
月
、
高
城
の

１
号
棟
で
５
世
帯
、
25
年
７

月
、
高
城
３
号
棟
の
１
室
の

抽
選
会
で
は
、
12
世
帯
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
う
ち
生
活

保
護
世
帯
は
１
世
帯
で
あ

る
。　住

ま
い
の
環
境
は
、
現
状

ど
お
り
と
し
て
お
り
、
最
低

基
準
は
保
た
れ
て
い
る
。

問

　耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
町

営
住
宅
は
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

副
町
長

　平
成
25
年
に
管
理

の
現
況
調
査
を
し
て
い
る
。

　幡
谷
、
上
初
原
、
愛
宕
と

い
っ
た
木
造
の
と
こ
ろ
は
、

払
い
下
げ
や
愛
宕
な
ど
は
用

途
変
更
に
す
る
と
か
考
え
て

い
く
。

建
設
課
長

　上
初
原
住
宅
な

ど
木
造
住
宅
の
耐
用
年
数
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ

取
り
壊
す
と
考
え
て
い
る
。

回りが心配する空き家

問

　こ
こ
３
年
間
の
宮
城
県

や
塩
竈
警
察
署
管
内
ま
た
は

松
島
町
内
の
被
害
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長

　県
の
被
害

件
数
は
24
年
か
ら
26
年
の
３

年
間
の
合
計
で
、
件
数
が
４

３
２
件
、
被
害
額
が
10
億
４

７
４
２
万
円
で
あ
る
。
塩
竈

警
察
署
管
内
は
、
24
件
、
５

８
３
８
万
円
。
町
内
で
は
、

３
件
、
１
５
５
０
万
円
で
あ

る
。

問

　町
民
に
対
す
る
被
害
防

止
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

副
町
長

　老
人
ク
ラ
ブ
の
会

合
に
弁
護
士
及
び
関
係
機
関

の
方
が
来
て
講
演
を
行
っ
て

い
る
。

問

　各
家
庭
の
固
定
電
話
の

受
話
器
に
目
立
つ
よ
う
に
、

例
え
ば
「
ち
ょ
っ
と
待
っ

た
」
な
ど
と
書
い
た
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
こ
と
で
、
考
え
直
す
き
っ

か
け
づ
く
り
に
な
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

副
町
長

　啓
発
も
含
め
て
、

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た

い
。

問

　平
成
27
年
度
、
本
町
の

小
・
中
学
校
の
新
入
学
者
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

　一
小
が
53
名
、
二
小

が
30
名
、
五
小
が
13
名
。
小

学
校
全
体
で
96
名
。
中
学
校

は
92
名
。
小
・
中
学
校
合
わ

せ
て
１
８
８
名
で
あ
る
。

問

　未
来
を
担
う
子
ど
も
達

が
い
き
い
き
と
健
や
か
に
成

長
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
が

安
心
と
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
新
入
生
に
お

け
る
運
動
着
の
費
用
は
ど
れ

位
か
。

教
育
課
長

　今
年
度
の
児
童

生
徒
の
合
計
で
、
約
２
６
５

万
円
で
あ
る
。

問

　保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
新
入
生
に
運

動
着
を
無
料
で
支
給
す
る

「
小
・
中
学
校
入
学
支
援
事

業
」
を
実
施
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

副
町
長

　来
年
度
予
算
の
中

で
優
先
的
に
検
討
し
た
い
。

町
営
住
宅
の
現
況
は

耐
用
年
数
の
す
ぎ
た
と
こ
ろ
は

払
い
下
げ
や
一
部
用
途
変
更
も

答 問
小
・
中
学
校
入
学
支
援
事
業

に
つ
い
て

運
動
着
の
無
料
支
給
を
来
年
度
予
算
の

中
で
検
討
し
た
い
。

答 問

空き家の実態と対策は特殊詐欺について

答

問
ここ30年以内に有効な手だてを
見つける答

問

啓発も含め対策を進めていく

一 般 質 問 ここが聞きたい！ 町政Q&A

小 幡 公 雄 議員
お ばた きみ お

後 藤 良 郎 議員
ご とう よし ろう

詐欺を未然に防ぐために
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　助
け
合
い
の
活
動
は
、
謝

礼
や
お
返
し
を
考
え
気
が
重

く
な
ら
に
い
よ
う
に
有
償
で

行
っ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ

た
金
額
を
払
う
こ
と
で
気
兼

ね
な
く
援
助
を
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
援
助
を
受
け
た

い
人
も
援
助
を
し
た
い
人
も

医
療
生
協
の
組
合
員
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
家
事
援
助
、
洗
濯
、
掃
除
、

　買
い
物

○
草
取
り
、
庭
掃
除
、
花
の

　水
や
り

○
お
話
し
相
手
、
見
守
り

○
外
出
、
通
院
の
付
き
添

　い
、
ゴ
ミ
出
し

○
子
育
て

　
議
会

　く
ら
し
の
助
け
合
い

の
会
の
お
話
を
聞
い
て
、
良

い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
訪
問
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
す
か
。

助
け
合
い
の
会

　介
護
保
険

が
認
定
さ
れ
て
い
る
か
、
さ

れ
て
い
な
い
か
は
あ
ま
り
気

に
し
て
い
ま
せ
ん
。
少
々
つ

ら
く
て
も
ご
飯
の
用
意
が
で

き
れ
ば
介
護
保
険
は
認
定
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
方
に

も
手
伝
い
を
し
ま
す
。

議
会

　利
用
者
は
、
ど
れ
位

で
す
か
。

助
け
合
い
の
会

　ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
26
人
ほ
ど
で
、
20
人
の

要
望
依
頼
に
対
応
し
て
い

る
。
息
子
の
出
張
中
の
見
守

り
時
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た

依
頼
者
を
診
療
所
へ
連
絡

し
、
受
診
さ
せ
、
元
気
を
取

り
戻
し
て
も
ら
う
な
ど
、
有

難
う
の
言
葉
を
常
に
も
ら
っ

て
い
る
。

助
け
合
い
の
会

　こ
の
活
動

も
年
数
が
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
年
齢
も
重
な
っ
て
い

ま
す
。
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
促
進
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

議
会

　趣
旨
は
理
解
で
き
る

の
で
、
活
動
内
容
を
広
報
し

て
い
き
ま
す
。

助
け
合
い
の
会

　午
後
の
バ

ス
が
三
十
刈
の
停
留
所
で
降

ろ
さ
れ
て
、
松
島
海
岸
駅
ま

で
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
ん
と
か
海
岸
駅
ま
で

乗
り
入
れ
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。
時
刻
表
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

議
会

　町
民
バ
ス
の
ス
タ
ー

ト
時
点
で
タ
ク
シ
ー
会
社
と

の
協
定
が
あ
る
た
め
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会

で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
議

員
も
い
ま
す
。

助
け
合
い
の
会

　現
在
は
車

を
運
転
で
き
る
の
で
良
い
が
、

高
齢
で
車
を
運
転
で
き
な
く

な
る
と
買
い
物
す
る
に
も
大

変
で
す
。ト
ラ
ッ
ク
で
訪
問
販

売
し
て
く
れ
る
方
が
頼
り
に

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　不
便
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
の
生
活
を
守
る

上
で
も
町
と
し
て
訪
問
販
売

を
し
て
い
る
人
に
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
助
成
を
考
え
て
あ
げ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
会

　物
事
を
進
め
る
に
は

役
場
と
し
て
は
財
政
の
裏
付

け
が
な
い
と
で
き
な
い
た

め
、
議
会
と
す
れ
ば
議
員
各

位
が
機
会
を
捉
え
て
提
言
を

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
話
を

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

私
た
ち
の
活
動
を

　
　知
っ
て
欲
し
い

こ
ん
な
活
動
が
で
き
ま
す
。

　

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

依
頼
者
か
ら
は
感
謝
の
言
葉

依
頼
者
か
ら
は
感
謝
の
言
葉

町
民
バ
ス
は
利
用
し
に
く
い

町
民
バ
ス
は
利
用
し
に
く
い

生
活
を
守
る
移
動
販
売

生
活
を
守
る
移
動
販
売

や
が
て
我
が
身

や
が
て
我
が
身

4月15日／文化観光交流館

　平
成
27
年
３
月
27
日
（
金
）
、
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　提
出
議
案
は
、

　①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　②
平
成
26
年
度

　宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　③
平
成
27
年
度

　宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会
計
予
算
に
つ
い
て

　　ご
み
処
理
費
負
担
金
は
、
組
合
構
成
市
町
が
均
等
割
15
％
、
人
口
割
35
％
、
実
績
割
50
％
の

割
合
で
負
担
を
し
て
お
り
、
投
資
的
経
費
の
負
担
は
人
口
割
で
、
27
年
度
の
松
島
町
の
負
担
割

合
は
11
・
２
１
７
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
源
物
売
り
払
い
金
控
除
は
実
績
割
で
あ

り
、
27
年
度
の
松
島
町
の
負
担
割
合
は
13
・
９
３
５
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

組
合
議
会
議
員

　
　
　   
片 
山 

正 

弘 

議
員

今 
野

　
  

章 

議
員

　平
成
27
年
３
月
30
日（
月
）、第
１
回
定
例
会
が
、
開
催
さ
れ
た
。

﹇
行
政
報
告
﹈

　平
成
26
年
、
１
年
間
の
火
災
発
生
件
数
は
、
41
件
で
前
年
比
18
件
の
減
少
。

　こ
の
内
、
松
島
町
分
は
８
件
の
発
生
、
前
年
比
同
件
で
あ
っ
た
。

　緊
急
出
動
件
数
は
、
８
４
９
８
件
で
前
年
比
４
・
２
％
の
３
４
２
件
増
で
あ
っ
た
。

　こ
の
内
、
松
島
町
分
は
９
５
６
件
対
前
年
比
59
件
、
６
・
６
％
の
増
。

　平
成
26
年
４
月
か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
要
介
護
認
定
審
査
判
定
状
況
は
、
２
６
９
回
の

審
査
会
の
開
催
、
７
７
８
７
件
の
審
査
判
定
が
行
わ
れ
た
。

　一
方
、
同
期
間
に
お
け
る
障
害
支
援
区
分
審
査
判
定
状
況
は
、
前
年
比
41
・
３
％
増
の
２
１

２
件
と
な
っ
た
。

　続
い
て
、
し
尿
及
び
浄
化
汚
泥
の
搬
入
総
量
は
、
９
８
０
５
・
23
ト
ン
で
４
３
６
・
45
ト
ン

の
減
少
と
な
る
。

　塩
竈
斎
場
の
利
用
実
績
は
２
０
０
２
件
と
前
年
比
９
・
０
％
増
の
１
６
６
件
の
増
加
。

　二
市
三
町
区
域
内
利
用
が
１
０
９
件
増
の
１
５
７
９
件
、
区
域
外
で
57
件
増
の
４
２
３
件
と

な
っ
た
。

　提
出
議
案
１
号
〜
６
号
に
つ
い
て
は
、
討
論
が
な
く
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
た
。

　監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
賛
成
全
員
で
同
意
。

﹇
新
斎
場
建
設
の
進
捗
状
況
﹈

　報
告
内
容
は
、
現
況
測
量
と
住
民
代
表
者
懇
談
会
に
つ
い
て
で
あ
り
、
斎
場
建
設
候
補
地
に

対
す
る
測
量
を
５
月
11
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
で
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
、
地
元
の
意
見
を
集

約
す
る
場
と
し
て
住
民
代
表
者
懇
談
会
を
設
置
し
た
と
す
る
２
点
の
内
容
で
し
た
。

組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

髙 

橋 

利 

典 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤 

間 

幸 

夫 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議員との懇談会議員との懇談会

命とくらし
を

守る

○松島町議会第２常任委員会

○青木幹子会長をはじめ７名の
　みなさん

後藤良郎委員長以下６名と
桜井公一議長出席。

私たちの私たちの
ボランティア活動！ボランティア活動！

平成27年度 東部衛生処理組合会計予算
【歳入】
款 ／ 予算額 本年度 前年度 比　較

862,541

505

12,140

62,581

1

232

938,000

824,799

505

11,529

110,700

1

466

948,000

37,742

0

611

-48,119

0

-234

-10,000

分担金・負担金

使用料・手数料

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳入合計

【歳出】
款 ／ 予算額 本年度 前年度 比　較

2,412

61,668

729,348

1

139,430

5,141

938,000

2,412

57,296

744,383

1

139,429

4,479

948,000

0

4,372

-15,035

0

1

662

-10,000

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

災害復旧費

公 債 費

予 備 費

歳出合計
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　助
け
合
い
の
活
動
は
、
謝

礼
や
お
返
し
を
考
え
気
が
重

く
な
ら
に
い
よ
う
に
有
償
で

行
っ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ

た
金
額
を
払
う
こ
と
で
気
兼

ね
な
く
援
助
を
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
援
助
を
受
け
た

い
人
も
援
助
を
し
た
い
人
も

医
療
生
協
の
組
合
員
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
家
事
援
助
、
洗
濯
、
掃
除
、

　買
い
物

○
草
取
り
、
庭
掃
除
、
花
の

　水
や
り

○
お
話
し
相
手
、
見
守
り

○
外
出
、
通
院
の
付
き
添

　い
、
ゴ
ミ
出
し

○
子
育
て

　
議
会

　く
ら
し
の
助
け
合
い

の
会
の
お
話
を
聞
い
て
、
良

い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
訪
問
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
す
か
。

助
け
合
い
の
会

　介
護
保
険

が
認
定
さ
れ
て
い
る
か
、
さ

れ
て
い
な
い
か
は
あ
ま
り
気

に
し
て
い
ま
せ
ん
。
少
々
つ

ら
く
て
も
ご
飯
の
用
意
が
で

き
れ
ば
介
護
保
険
は
認
定
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
方
に

も
手
伝
い
を
し
ま
す
。

議
会

　利
用
者
は
、
ど
れ
位

で
す
か
。

助
け
合
い
の
会

　ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
26
人
ほ
ど
で
、
20
人
の

要
望
依
頼
に
対
応
し
て
い

る
。
息
子
の
出
張
中
の
見
守

り
時
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た

依
頼
者
を
診
療
所
へ
連
絡

し
、
受
診
さ
せ
、
元
気
を
取

り
戻
し
て
も
ら
う
な
ど
、
有

難
う
の
言
葉
を
常
に
も
ら
っ

て
い
る
。

助
け
合
い
の
会

　こ
の
活
動

も
年
数
が
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
年
齢
も
重
な
っ
て
い

ま
す
。
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
促
進
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

議
会

　趣
旨
は
理
解
で
き
る

の
で
、
活
動
内
容
を
広
報
し

て
い
き
ま
す
。

助
け
合
い
の
会

　午
後
の
バ

ス
が
三
十
刈
の
停
留
所
で
降

ろ
さ
れ
て
、
松
島
海
岸
駅
ま

で
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
ん
と
か
海
岸
駅
ま
で

乗
り
入
れ
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。
時
刻
表
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

議
会

　町
民
バ
ス
の
ス
タ
ー

ト
時
点
で
タ
ク
シ
ー
会
社
と

の
協
定
が
あ
る
た
め
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会

で
は
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
議

員
も
い
ま
す
。

助
け
合
い
の
会

　現
在
は
車

を
運
転
で
き
る
の
で
良
い
が
、

高
齢
で
車
を
運
転
で
き
な
く

な
る
と
買
い
物
す
る
に
も
大

変
で
す
。ト
ラ
ッ
ク
で
訪
問
販

売
し
て
く
れ
る
方
が
頼
り
に

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　不
便
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
の
生
活
を
守
る

上
で
も
町
と
し
て
訪
問
販
売

を
し
て
い
る
人
に
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
助
成
を
考
え
て
あ
げ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
会

　物
事
を
進
め
る
に
は

役
場
と
し
て
は
財
政
の
裏
付

け
が
な
い
と
で
き
な
い
た

め
、
議
会
と
す
れ
ば
議
員
各

位
が
機
会
を
捉
え
て
提
言
を

し
て
い
ま
す
。
今
日
の
話
を

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

私
た
ち
の
活
動
を

　
　知
っ
て
欲
し
い

こ
ん
な
活
動
が
で
き
ま
す
。

　

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

依
頼
者
か
ら
は
感
謝
の
言
葉

依
頼
者
か
ら
は
感
謝
の
言
葉

町
民
バ
ス
は
利
用
し
に
く
い

町
民
バ
ス
は
利
用
し
に
く
い

生
活
を
守
る
移
動
販
売

生
活
を
守
る
移
動
販
売

や
が
て
我
が
身

や
が
て
我
が
身

4月15日／文化観光交流館

　平
成
27
年
３
月
27
日
（
金
）
、
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　提
出
議
案
は
、

　①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　②
平
成
26
年
度

　宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　③
平
成
27
年
度

　宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
会
計
予
算
に
つ
い
て

　　ご
み
処
理
費
負
担
金
は
、
組
合
構
成
市
町
が
均
等
割
15
％
、
人
口
割
35
％
、
実
績
割
50
％
の

割
合
で
負
担
を
し
て
お
り
、
投
資
的
経
費
の
負
担
は
人
口
割
で
、
27
年
度
の
松
島
町
の
負
担
割

合
は
11
・
２
１
７
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
源
物
売
り
払
い
金
控
除
は
実
績
割
で
あ

り
、
27
年
度
の
松
島
町
の
負
担
割
合
は
13
・
９
３
５
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

組
合
議
会
議
員

　
　
　   

片 

山 

正 

弘 

議
員

今 

野

　

  

章 

議
員

　平
成
27
年
３
月
30
日（
月
）、第
１
回
定
例
会
が
、
開
催
さ
れ
た
。

﹇
行
政
報
告
﹈

　平
成
26
年
、
１
年
間
の
火
災
発
生
件
数
は
、
41
件
で
前
年
比
18
件
の
減
少
。

　こ
の
内
、
松
島
町
分
は
８
件
の
発
生
、
前
年
比
同
件
で
あ
っ
た
。

　緊
急
出
動
件
数
は
、
８
４
９
８
件
で
前
年
比
４
・
２
％
の
３
４
２
件
増
で
あ
っ
た
。

　こ
の
内
、
松
島
町
分
は
９
５
６
件
対
前
年
比
59
件
、
６
・
６
％
の
増
。

　平
成
26
年
４
月
か
ら
本
年
２
月
末
日
ま
で
の
要
介
護
認
定
審
査
判
定
状
況
は
、
２
６
９
回
の

審
査
会
の
開
催
、
７
７
８
７
件
の
審
査
判
定
が
行
わ
れ
た
。

　一
方
、
同
期
間
に
お
け
る
障
害
支
援
区
分
審
査
判
定
状
況
は
、
前
年
比
41
・
３
％
増
の
２
１

２
件
と
な
っ
た
。

　続
い
て
、
し
尿
及
び
浄
化
汚
泥
の
搬
入
総
量
は
、
９
８
０
５
・
23
ト
ン
で
４
３
６
・
45
ト
ン

の
減
少
と
な
る
。

　塩
竈
斎
場
の
利
用
実
績
は
２
０
０
２
件
と
前
年
比
９
・
０
％
増
の
１
６
６
件
の
増
加
。

　二
市
三
町
区
域
内
利
用
が
１
０
９
件
増
の
１
５
７
９
件
、
区
域
外
で
57
件
増
の
４
２
３
件
と

な
っ
た
。

　提
出
議
案
１
号
〜
６
号
に
つ
い
て
は
、
討
論
が
な
く
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
た
。

　監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
賛
成
全
員
で
同
意
。

﹇
新
斎
場
建
設
の
進
捗
状
況
﹈

　報
告
内
容
は
、
現
況
測
量
と
住
民
代
表
者
懇
談
会
に
つ
い
て
で
あ
り
、
斎
場
建
設
候
補
地
に

対
す
る
測
量
を
５
月
11
日
か
ら
29
日
ま
で
の
間
で
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
、
地
元
の
意
見
を
集

約
す
る
場
と
し
て
住
民
代
表
者
懇
談
会
を
設
置
し
た
と
す
る
２
点
の
内
容
で
し
た
。

組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

髙 

橋 

利 

典 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤 

間 

幸 

夫 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議員との懇談会議員との懇談会

命とくらし
を

守る

○松島町議会第２常任委員会

○青木幹子会長をはじめ７名の
　みなさん

後藤良郎委員長以下６名と
桜井公一議長出席。

私たちの私たちの
ボランティア活動！ボランティア活動！

平成27年度 東部衛生処理組合会計予算
【歳入】
款 ／ 予算額 本年度 前年度 比　較

862,541

505

12,140

62,581

1

232

938,000

824,799

505

11,529

110,700

1

466

948,000

37,742

0

611

-48,119

0

-234

-10,000

分担金・負担金

使用料・手数料

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳入合計

【歳出】
款 ／ 予算額 本年度 前年度 比　較

2,412

61,668

729,348

1

139,430

5,141

938,000

2,412

57,296

744,383

1

139,429

4,479

948,000

0

4,372

-15,035

0

1

662

-10,000

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

災害復旧費

公 債 費

予 備 費

歳出合計
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　平
安
時
代
か
ら
松
島
の
美

し
さ
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、

広
島
の
宮
島
、
厳
島
、
京
都

の
天
橋
立
、
宮
城
の
松
島
と

と
も
に
日
本
三
景
に
選
ば
れ

た
の
が
江
戸
時
代
初
期
と
い

わ
れ
て
い
る
。
又
こ
れ
ら
の

景
勝
地
は
歴
史
の
動
き
の
な

か
で
有
力
な
社
寺
地
に
選
ば

れ
、
松
島
に
は
、
五
大
堂

「
重
要
文
化
財
」
、
瑞
巌
寺

「
国
宝
」
が
有
り
、
今
日
ま

で
数
多
く
の
方
が
松
島
に
来

ら
れ
て
い
ま
す
。

　毎
年
７
月
21
日
は
日
本
三

景
の
日
で
す
。
松
島
で
も

様
々
な
行
事
が
有
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
所

に
住
み
な
が
ら
、
考
え
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
う
事
が
有
り
ま

す
。
海
岸
通
り
の
散
歩
コ
ー

ス
や
道
路
の
脇
に
草
が
目
立

つ
の
で
美
し
い
松
島
を
見
せ

て
欲
し
い
。

　私
が
住
ん
で
い
る
の
は
桜

渡
戸
で
山
の
方
で
す
。
私
の

家
の
前
に
も
散
歩
コ
ー
ス
が

有
り
ま
す
が
、
皆
が
楽
し
く

散
歩
で
き
る
よ
う
に
草
刈
り

を
い
つ
も
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
特
に
雑
草
だ
ら
け
の

土
地
が
目
立
っ
て
来
て
お
り

ま
す
。
き
れ
い
な
町
づ
く
り

を
真
剣
に
考
え
て
頂
き
た

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
３

人
ぐ
ら
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
草
刈
を
中
心
と
し
た

担
当
者
を
設
置
し
て
頂
き
た

い
。
予
算
も
し
っ
か
り
つ
け

て
頂
き
た
い
。
日
本
一
き
れ

い
な
町
づ
く
り
を
考
え
て
頂

き
た
い
。

22まつしま議会だより

編
集
後
記

この広報紙は環境に優しい
大豆油インキで印刷しています

　こ
の
６
月
、
公
選
法
改
正
に
よ

り
「
18
歳
で
選
挙
権
」
が
認
め
ら

れ
た
。

　思
い
起
こ
せ
ば
、
我
ら
団
塊
世

代
が
高
校
時
に
学
生
運
動
が
勃
発

し
た
が
、
ま
も
な
く
高
校
生
の
政

治
活
動
は
禁
止
さ
れ
た
。

　あ
れ
か
ら
50
年
、
私
の
頭
に

“

公
僕”

の
２
文
字
が
浮
か
ぶ
。

公
務
員
は
常
に
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
主
権

在
民
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　し
か
し“

公
僕”

が
置
き
去
り

の
感
が
あ
る
昨
今
の
世
相
で
あ

る
。　広

報
の
あ
り
方
を
考
え
る
時
、

「
読
者
は
ど
う
見
る
」
を
課
題
と

し
て
き
た
。

　表
現
方
法
に
違
い
が
あ
っ
て
も

“

公
僕”

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
。

　議
会
に
お
け
る
発
言
者
名
を
明

記
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
責
任
あ

る
政
事
が
行
わ
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。　課

題
は
多
い
が
、
各
委
員
の
真

剣
な
取
り
組
み
の
中
で
編
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
お
き

ま
す
。

（
小
幡
公
雄
）

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

　小
幡

　公
雄

副
委
員
長

　櫻
井

　
　靖

委

　員

　赤
間

　幸
夫

　
　
　
　色
川

　晴
夫

　
　
　
　髙
橋

　利
典

　
　
　
　阿
部

　幸
夫

表
紙
を
飾
ら
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

次回９月の定例会は
９月下旬
 開催予定です。
 ぜひ、傍聴に
 おいで下さい。

日
本
一
き
れ
い
な
町
へ 佐々木 崇さん

（桜渡戸）

townspeople 
V
o
ic

e

　
こ
の
度
は
、
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
広
く
町
民
の

方
々
に
隊
員
の
募
集
を
呼
び
か
け
る
機
会
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
松
島
町
交
通
指
導
員
と
し
て
、
毎
月

５
と
０
の
付
く
日
の
朝
や
イ
ベ
ン
ト
の
時
な
ど
交
通

安
全
の
街
頭
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
交
通
安
全
指
導
員
は
、
10
名
と
大
幅
に
定

員
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
交
通
安
全
に
関
心
の
あ

る
方
、
私
た
ち
と
共
に
制
服
を
着
て
、
街
頭
指
導
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
興
味
が
あ
れ
ば
松
島
町
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　松島町議会では、議会広報の
表紙を飾ってもらえる各種団体を募集しています。
　議会広報で自分たちの団体をアピール！
　議会広報委員が直接写真を撮りに伺います。
　会員募集や各団体の活動PRなどにご活用下さい。

●お問合せ　松島町議会事務局 TEL.022-354-5712

表紙モデル団体

松
島
町
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　

隊
長

　池
田

　成
美

　議
会
だ
よ
り
に
の

せ
る
写
真
撮
影
の
た

め
に
、
議
員
が
出
向

き
ま
す
。

　腕
章
を
つ
け
て
行

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
か
ら
の

　
　

  

お
願
い

議
会
か
ら
の

　
　

  

お
願
い


